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atm sonet threshold
ATMインターフェイスのビットエラーレート（BER）しきい値を設定するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで atm sonet thresholdコマンドを使用します。しき
い値をそのデフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

atm sonet threshold {b1-tca value|b2-tca value|b3-tca value|sd-ber value|sf-ber value}
no atm sonet threshold {b1-tca|b2-tca|b3-tca|sd-ber|sf-ber}

構文の説明 B1しきい値超過（B1-TCA）アラームのしきい値を設定します。valueは、しき
い値の 10の累乗に対する負の指数を指定します（10のマイナス value乗）。デ
フォルト値は 6（10の -6乗）です。

b1-tca
value

B2しきい値超過（B2-TCA）アラームのしきい値を設定します。valueは、しき
い値の 10の累乗に対する負の指数を指定します（10のマイナス value乗）。デ
フォルト値は 6（10の -6乗）です。

b2-tca
value

B3しきい値超過（B3-TCA）アラームのしきい値を設定します。valueは、しき
い値の 10の累乗に対する負の指数を指定します（10のマイナス value乗）。デ
フォルト値は 6（10の -6乗）です。

b3-tca
value

信号劣化ビットエラーレート（SD-BER）のしきい値を設定します。valueは、
しきい値の10の累乗に対する負の指数を指定します（10のマイナスvalue乗）。
デフォルト値は 6（10の -6乗）です。

sd-ber
value

信号障害ビットエラーレート（SF-BER）のしきい値を設定します。valueは、
しきい値の10の累乗に対する負の指数を指定します（10のマイナスvalue乗）。
デフォルト値は 3（10の -3乗）です。

sf-ber value

コマンドデフォルト b1-tca、 b2-tca、 b3-tca、および sd-berのデフォルト値は、6（10の -6乗）です。sf-berのデ
フォルト値は 3（10の -3乗）です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(7)E

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(14)SXに組み込まれました。12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco 7600シリーズルータおよびCatalyst 6500シリーズスイッ
チで ATM共有ポートアダプタ（SPA）をサポートするために、Cisco IOS Release
12.2(18)SXEに統合されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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使用上のガイドライン atm sonet thresholdコマンドは、エラー数の許容しきい値を設定します。エラーの数がこのし
きい値を超えると、同期光ネットワーク（SONET）アラームが報告されます。さまざまな
SONETアラームにより、SONETネットワーク内のさまざまなポイントでのエラーが報告され
るので、問題の発生源を容易に特定できます。

ネットワークとアプリケーションのニーズの特性に応じてこれらの SONETアラームに対する
ATMインターフェイスの感度を増減するには、atm sonet thresholdコマンドを使用します。特
に、特定の問題が発生する可能性がある場合に、関連するアラームの感度を上げると、その問

題のトラブルシューティングと診断を迅速に実行できます。

例 次に、B1しきい値超過のしきい値を設定する例を示します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface atm 3/1/1

Router(config-if)# atm sonet threshold b1-tca 9

Router(config-if)# end

Router#

現在設定されているBERしきい値を表示するには、show controllers atmコマンドを使
用します。

Router# show controllers atm 5/1/0

Interface ATM5/1/0 is up
Framing mode: SONET OC3 STS-3c Clock source: Line
ATM framing errors:
HCS (correctable): 0
HCS (uncorrectable): 0

SONET Subblock:
APS
COAPS = 0 PSBF = 0
State: PSBF_state = false
Rx(K1/K2): 0 /0 Tx(K1/K2): 0 /0

SECTION
LOF = 0 LOS = 0 BIP(B1) = 603

LINE
AIS = 0 RDI = 2 FEBE = 2332 BIP(B2) = 1018

PATH
AIS = 0 RDI = 1 FEBE = 28 BIP(B3) = 228
LOP = 0 NEWPTR = 0 PSE = 1 NSE = 2

Active Defects: None
Active Alarms: None
Alarm reporting enabled for: SF SLOS SLOF B1-TCA B2-TCA PLOP B3-TCA
BER thresholds: SF = 10e-3, SD = 10e-6
TCA thresholds: B1 = 10e-6, B2 = 10e-6, B3 = 10e-6
Rx S1S0 = 00, Rx C2 = 13
PATH TRACE BUFFER : STABLE
Router#
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show controllers atmコマンドにより実際に表示される内容は、ラインカードの種類に
応じて多少異なります。

（注）

関連コマンド 説明コマンド（Command）

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）のexperimental
（EXP）フィールド値を持つポリシーマップクラスが、指定
されているラベルエントリすべてに設定されるように設定しま

す。

setmplsexperimentalimposition

送信パケットの最上位のMPLSラベルを設定するポリシーマッ
プクラスに、指定した 1つ以上の experimental値を設定しま
す。

setmplsexperimentaltopmost

設定されているトラフィッククラスに関する情報を表示しま

す。

showclass-map

設定されているポリシーマップと、ポリシーマップが適用さ

れているインターフェイスに関する情報を表示します。

showpolicy-map
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atm svc-upc-intent
インターフェイスで相手先選択接続（SVC）、またはソフト相手先固定接続（PVC）の宛先
レッグに対し、スイッチファブリックで受信するセルフローに使用される目的の使用量パラ

メータ制御（UPC）モードを変更するには、インターフェイスコンフィギュレーションモー
ドで atm svc-upc-intentコマンドを使用します。このパラメータを変更すると、それ以降にイ
ンターフェイスで確立される SVCまたはソフト PVCにその変更が適用されます。パラメータ
にデフォルト値を割り当てるには、このコマンドの no形式を使用します。

atm svc-upc-intent [{abr|cbr|vbr-rt|vbr-nrt|ubr}] {tag|pass|drop}
no atm svc-upc-intent

構文の説明 （任意）サービスカテゴリを指定します。

• abr--使用可能ビットレート

• cbr--固定ビットレート

• vbr-rt--可変ビットレート、リアルタイム

• vbr-nrt--可変ビットレート、非リアルタイム

• ubr--未指定ビットレート

abr | cbr | vbr-rt
vbr-nrt | ubr

インターフェイスで受信したセルがトラフィックコントラクトに違反して

いる場合、これらのセルがスイッチングファブリックに入る前に、セルの

CLPビットが設定されることを指定します。

tag

インターフェイスで受信したセルがトラフィックコントラクトに準拠して

いるかどうかに関係なく、これらのセルが変更なしでスイッチングファブ

リックに渡されることを指定します。

pass

インターフェイスで受信したセルがトラフィックコントラクトに違反して

いる場合、これらのセルがドロップされることを指定します。

drop

コマンドデフォルト インターフェイスで受信したセルがトラフィックコントラクトに準拠しているかどうかに関係

なく、これらのセルは変更なしでスイッチングファブリックに渡されます。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが、LS1010に追加されました。11.1(4)

このコマンドが、Cisco 6400 NSPで変更されました。12.2(4)B
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変更箇所リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン この設定パラメータは、SVCと、ソフト VCおよび VPの宛先レッグに使用する UPCを決定
します。ポリシングが必要な場合は、ネットワークに入るトラフィックに対して1回適用する
必要があります。

例 次の例では、インターフェイスの SVCに対する目的の UPCがタギングに設定されて
います。

Router(config-if)# atm svc-upc-intent tag

次の例では、インターフェイスのUBRトラフィックは通過し、その他のトラフィック
はすべてポリシングされます。

Router(config-if)# atm svc-upc-intent ubr pass
Router(config-if)# atm svc-upc-intent cbr tag
Router(config-if)# atm svc-upc-intent vbr-rt tag
Router(config-if)# atm svc-upc-intent vbr-nrt tag
Router(config-if)# atm svc-upc-intent abr drop

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATMインターフェイスに関するATM固有の情報を表示します。showatminterface
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atm txbuff
同時パケットフラグメンテーションのための送信バッファの最大数を設定するには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで atm txbuffコマンドを使用します。デフォルト値
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

atm txbuff number
no atm txbuff

構文の説明 ATMインターフェイスプロセッサ（AIP）が同時に実行できるパケットフラグメン
テーションの最大数。範囲は 0～ 512です。デフォルトは 256です。

number

コマンドデフォルト 256

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドはCisco7500シリーズルータのAIPでサポートされています。このコマンドは、
Cisco 7200および 7500シリーズルータのATMポートアダプタではサポートされていません。
また、Cisco 4500ルータと Cisco 4700ルータでもサポートされていません。

例 次に、AIPが最大 300のパケットフラグメンテーションを同時に実行できるようにす
る例を示します。

atm txbuff 300
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atm tx-latency
ATM共有ポートアダプタ（SPA）インターフェイスのデフォルトの送信遅延を指定するには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで atm tx-latencyコマンドを使用します。デ
フォルトの送信遅延をそのデフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用
します。

atm tx-latency milliseconds
no atm tx-latency

構文の説明 インターフェイスのデフォルトの転送遅延（ミリ秒単位）。有効範囲は1～200、
デフォルトは 100ミリ秒です。

milliseconds

コマンドデフォルト 100ミリ秒

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション（ATMインターフェイスのみ）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco 7600シリーズルータおよびCatalyst 6500シリーズスイッ
チで ATM共有ポートアダプタ（SPA）のために導入されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

使用上のガイドライン atm tx-latencyコマンドは、特定の ATM SPAインターフェイスのすべての仮想回線（VC）の
デフォルト最大遅延を指定します。この値は tx-limitコマンドの値と共に使用され、インター
フェイスとその VCで各 VCの最大送信バッファ数を設定します。これにより各 VCが、VC
の設定ラインレートで必要な遅延を維持できます。

インターフェイスで atm tx-latencyコマンドが設定されている場合、そのインターフェイスの
すべてのVCが切断されます。これにより、VCは正しい遅延とバッファの値を使用できます。
インターフェイスで多数の VCが設定されている場合は、予定されているメンテナンス期間
中、または顧客トラフィックへの影響が最小限となるその他の時点でのみこのコマンドを使用

することをお勧めします。

注意

atm tx-latencyコマンドを使用して、インターフェイス上の VCすべてのデフォルトの遅延値
を指定します。その後、必要に応じて tx-limitコマンドを使用し、特定の VCの設定を微調整
します。

ヒント
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例 次に、特定の ATM SPAインターフェイスのデフォルト送信遅延を 20ミリ秒に設定す
る例を示します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface atm 3/1/1

Router(config-if)# atm tx-latency 20

Router(config-if)#

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATM仮想回線（VC）の送信バッファの最大数を指定します。tx-limit
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atm uni-version
暫定ローカル管理インターフェイス（ILMI）リンク自動判別が失敗した場合または ILMIが無
効な場合にルータが使用する必要があるユーザ-ネットワークインターフェイス（UNI）のバー
ジョン（3.0または 3.1）を指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモード
で atm uni-versionコマンドを使用します。デフォルト値を 3.0に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

atm uni-version version-number
no atm uni-version version-number

構文の説明 インターフェイスで選択されている UNIバージョン。有効な値は 3.0と 3.1で
す。

version-number

コマンドデフォルト Version 3.0

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 通常、ILMIリンク自動判別がインターフェイスで有効になっており、正常に完了した場合、
ルータは ILMIから戻される UNIバージョンを受け入れます。ILMIリンク自動判別が失敗す
るかまたは ILMIが無効な場合、UNIバージョンはデフォルトの 3.0になります。デフォルト
の UNIバージョンを上書きするには、このコマンドを使用して UNI 3.1シグナリングサポー
トを有効にします。このコマンドの no形式では、ILMIが有効でありリンク自動判別プロセス
が正常に完了した場合に、UNIバージョンが、ILMIにより返されるバージョンに設定されま
す。それ以外の場合は UNIバージョンが 3.0に戻ります。

例 次に、ATMインターフェイス 2/0で UNIバージョン 3.1シグナリングポートを指定す
る例を示します。

interface atm 2/0
atm uni-version 3.1
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atm vc-per-vp
仮想パス識別子（VPI）ごとにサポートする仮想チャネル識別子（VCI）の最大数を設定する
には、atmvc-per-vpインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

atm vc-per-vp number
no atm vc-per-vp

構文の説明 VPIごとにサポートする VCIの最大数。次に示す有効な値のリストを参照してくださ
い。

• Cisco7500シリーズのAIP：有効な値は16、32、64、128、256、512、および1024
です。

• Cisco 7200シリーズおよび 7500シリーズの ATMポートアダプタ：有効な値は
16、32、64、128、256、512、1024および 2048です。

• Cisco 4500およびCisco 4700ルータのNPM：有効な値は 32、64、128、256、512、
1024、2048、4096および 8192です。

• Cisco 2600シリーズおよび 3600シリーズの IMAを備えたネットワークモジュー
ル：有効な値は 256、512、および 1024です。

number

コマンドデフォルト 1024

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、ATMインターフェイスプロセッサ（AIP）、ATMポートアダプタ、ATM
ネットワークモジュール、またはネットワークプロセッサモジュール（NPM）でのVCIテー
ブルを扱うためのメモリの割り当てを制御します。このコマンドは、VPIごとにサポートする
VCIの最大数を定義します。VCIの数を制限するわけではありません。

無効な VCIは、警告メッセージを発生させます。

IMAを備えた Cisco 2600および 3600シリーズ
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IMAを備えた Cisco 2600および 3600シリーズでは、1つのインターフェイスで atmvc-per-vp
コマンドの値を変更すると、ネットワークモジュールのすべてのインターフェイスに影響しま

す。

（注）

次の表に、IMAを備えた Cisco 2600および 3600シリーズの VCIの有効な範囲と対応する VPI
の範囲を示します。

表 1 : Cisco 2600および 3600シリーズ、IMA付きの VCIと VPIの範囲

VPIの範囲VCIの範
囲

0～ 15、64～ 79、128～ 143、192～ 2070～ 255

0～ 15、64～ 790～ 511

0～ 150～ 1023

例 次に、VPIごとの VCIの最大数を 512に設定する例を示します。

atm vc-per-vp 512

関連コマンド DescriptionCommand

PVCインターフェイスを設定します。pvc

atm sonet threshold～ client-atm-address name
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atm vp-filter
ATMインターフェイスプロセッサ（AIP）フィルタレジスタを設定するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで atm vp-filterコマンドを使用します。デフォルト値に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

atm vp-filter hexvalue
no atm vp-filter

構文の説明 16進数形式の
値。

hexvalue

コマンドデフォルト 0x7B

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。10.0

使用上のガイドライン このコマンドはCisco7500シリーズルータでサポートされていますが、Cisco4500およびCisco
4700ルータではサポートされていません。このコマンドは、ATMポートアダプタではサポー
トされていません。

このコマンドでは、ATMアダプテーション層 3/4（AAL3/4）処理に使用される仮想パス識別
子（VPI）または VPIの範囲を指定できます。その他のすべての VPIは AAL5処理に割り当て
られます。AAL5処理だけが必要な場合は、仮想パスフィルタをデフォルトのままにするか、
または任意のVPIに設定して、AAL5処理がすべてのVPIに対して実行されるようにします。

このコマンドは、リアセンブル操作で仮想フィルタ登録に使用される16進数値を設定します。
仮想パスフィルタは 16ビットで構成されています。仮想パスフィルタ登録は最上位ビット
（ビット 15～8、フィルタの左半分）をマスクビットとして使用し、ビット 7～ 0（フィルタ
の右半分）を比較ビットとして使用します。

セルを受信すると、フィルタの右側と着信VPIの 2進値の排他的否定論理和が求められます。
次に、その結果とフィルタの左側（マスク）の論理和が求められます。その結果がすべて1の
場合、VCI/メッセージ ID（MID）テーブルを使用してリアセンブルが実行されます（AAL3/4
処理）。それ以外の場合は、VPI-VCIペアテーブルを使用してリアセンブルが実行されます
（AAL5処理）。

例 次の例では、すべての着信セルが AAL3/4処理を使用してリアセンブルされます。

atm vp-filter ff00
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次の例では、0に等しい仮想パスを持つすべての着信セルが、AAL3/4処理を使用して
リアセンブルされます。その他のセルはすべて AAL5処理を使用してリアセンブルさ
れます。

atm vp-filter 0

次の例では、仮想パスの最上位ビットが設定されているすべての着信セルが、AAL3/4
処理を使用してリアセンブルされます。その他のセルはすべて AAL5処理を使用して
リアセンブルされます。

atm vp-filter 7f80
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atm-address
Multiprotocol over ATMクライアント（MPC）またはMultiprotocol over ATMサーバ（MPS）の
コントロール ATMアドレスを上書きするには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで atm-addressコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

atm-address atm-address
no atm-address

構文の説明 コントロールATMアドレス。atm-address

コマンドデフォルト 自動生成される ATMアドレスが使用されます。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、MPCまたはMPSにハードウェアインターフェイスが関連付けられている場
合に、MPCまたはMPSの起動時に使用するコントロール ATMアドレスを指定します。

atm-addressコマンドは、MPCまたはMPSのデフォルトの運用コントロールアドレスを上書
きします。（このコマンドの no形式を使用して）このアドレスを削除すると、MPCまたは
MPSは、自動生成されたアドレスをコントロールアドレスとして使用します。

例 次の例に、MPCの ATMアドレスを指定する方法を示します。

Router(config-if)# atm-address 47.0091810000000061705b7701.00400BFF0011.00

次の例に、MPSの ATMアドレスを指定する方法を示します。

Router(config-if)# atm-address 47.0091810000000061705C2B01.00E034553024.00

atm sonet threshold～ client-atm-address name
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atmsig close atm
相手先選択接続（SVC）を切断するには、EXECモードで atmsigcloseatmコマンドを使用しま
す。

Cisco 7500シリーズの AIP、Cisco 7200シリーズの ATM、ATM-CES、拡張 ATMポートアダ
プタ、Cisco 2600および 3600シリーズの 1ポート ATM-25ネットワークモジュール
atm sig close atm slot/port vcd

Cisco 7500シリーズの ATMおよび拡張 ATMポートアダプタ
atm sig close atm slot/port-adaptor port vcd

Cisco 4500および Cisco 4700の NPM
atmsig close atm number vcd

構文の説明 ATMスロット番号。次のプラットフォーム構成の場合、このフォーマット
を使用します。

• Cisco 7500シリーズルータ上の AIP。

• Cisco 7200シリーズルータの ATMポートアダプタ、ATM-CESポート
アダプタ、または拡張 ATMポートアダプタ。

• Cisco 2600および 3600シリーズルータ上の 1ポートATM-25ネットワー
クモジュール。

slot

ATMポート番号。AIPとすべての ATMポートアダプタには 1つの ATMイ
ンターフェイスがあり、ポート番号は常に0です。スラッシュ（/）が必要で
す。

/ポート

切断するシグナリング SVCの仮想回線記述子。vcd

ATMスロット番号とポートアダプタ番号。Cisco 7500シリーズルータの
ATMポートアダプタまたは ATM-CESポートアダプタには、このフォー
マットを使用します。

slot /
port-adapter

Cisco 4500および Cisco 4700ルータの NPMの ATMネットワークプロセッ
サモジュール番号。

number

コマンドモード
EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。10.3
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17

atm sonet threshold～ client-atm-address name
atmsig close atm



変更箇所リリー

ス

number引数が追加されました。11.1

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このトレ
インの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プラット
フォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 特定の SVCを切断する場合は、このコマンドを実行します。インターフェイスごとに仮想回
線に番号が付けられているため、ATMインターフェイスを指定するときにはそのスロット番
号を使用する必要があります。

例 次に、ATMインターフェイス 4/0の SVC 2を切断する例を示します。

atmsig close atm4/0 2
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bre-connect
相手先固定接続（PVC）または相手先選択接続（SVC）でルーテッドカプセル化のブリッジン
グ（BRE）を有効にするには、VCコンフィギュレーションモードで bre-connectコマンドを
使用します。ルーテッドカプセル化のブリッジングを無効にするには、このコマンドの no形
式を使用します。

bre-connect vlan-id [mac mac-address]
no bre-connect

構文の説明 このブリッジングコンフィギュレーションで使用する仮想LAN（VLAN）の
番号を指定します。値の範囲は 2～ 4094です。

vlan-id

（任意）このVLANのリモートエンドのイーサネット顧客宅内機器（CPE）
デバイスのハードウェア（MAC）アドレスを指定します。

mac
mac-address

コマンドデフォルト ルーテッドカプセル化のブリッジングは無効です。

コマンドモード
VCコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco 7600シリーズルータおよびCatalyst 6500シリーズスイッ
チに、2ポート OC-12 ATMWAN Optical Services Module（OSM）用として導入さ
れました。

12.1(12)E

ip ip-addressキーワードと引数は不要になったため、削除されました。12.1(19)E1

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.1(19)E1で変更され、Cisco IOSリリース
12.2(18)Sに統合されました。

12.2(17)S

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(17a)SXに統合されました。12.2(17a)SX

Cisco 7600シリーズルータと Catalyst 6500シリーズスイッチで 2ポートおよび
4ポート OC-3c/STM-1 ATM SPAと 1ポート OC-12c/STM-4 ATM SPAのサポート
が追加されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

使用上のガイドライン bre-connectコマンドは、OC-12 ATM OSMまたは ATM SPAが RFC 1483ルーテッドカプセル
化パケットを受信し、レイヤ2フレームとして転送できるようにします。PVC（またはSVC）
で bre-connectコマンドが設定されている場合、PVC（または SVC）はルーテッドパケットを
受信し、RFC 1483ルーテッドカプセル化ヘッダーを削除し、イーサネットMACヘッダーを
パケットに追加します。次にレイヤ 2カプセル化パケットが、レイヤ 2インターフェイスに切
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り替わります。このインターフェイスは、VLAN番号とリモートCPEデバイスのMACアドレ
ス（指定されている場合）により決定します。

bridge-vlanコマンドと bre-connectコマンドは相互に排他的です。RFC 1483と BREの同時ブ
リッジングを行うための、同じ PVCに対する両方のコマンドの使用はできません。

（注）

BRE VLANのみを使用して ATMインターフェイスが設定されている場合、メイン ATMイン
ターフェイスで spanning-treebpdufilterenableコマンドを使用する必要もあります。これによ
り、インターフェイスですべてのスパニングツリーBPDUがブロックされます。同じATMイ
ンターフェイスまたはそのサブインターフェイスの 1つで RFC 1483ブリッジド VLANも設定
されている場合は、インターフェイスで BDPUを意図的にブロックする場合を除き、
spanning-treebpdufilterenableコマンドを入力しないでください。

（注）

例 次に、VLAN IDとして 10を使用して PVCを BREブリッジング用に設定する例を示
します。

Router# configureterminal

Router(config)# interfaceatm3/1.1point-to-point

Router(config-subif)# pvc1/101

Router(config-if-atm-vc)# bre-connect10

Router(config-if-atm-vc)# end

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATMインターフェイスでレイヤ 2パケットを RFC 1483準拠ポイント
ツーポイントブリッジングするための PVCを設定します。

bridge-vlan

特定の相手先固定接続（PVC）の構成が表示されます。showatmpvc
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bridge-dot1q encap
ATM xDSLリンクを介した ATM相手先固定接続（PVC）、またはルートブリッジカプセル
化（RBE）を使用して設定された PVCに VLAN IDを追加するには、ATM PVCコンフィギュ
レーションモードで bridge-dot1q encapコマンドを使用します。VLAN IDがリンク経由で送
信されないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bridge-dot1q encap outgoing-vlan-id
no bridge-dot1q encap outgoing-vlan-id

構文の説明 ATM xDSLリンクで送信される VLAN ID。VLAN IDの有効な値の範囲は 1～
4094です。

outgoing-vlan-id

コマンドデフォルト このコマンドを使用しない場合、ATM xDSLリンクで設定されたATM PVC、または RBEを使
用して設定された PVCに、VLAN IDが追加されません。

コマンドモード
ATM PVCコンフィギュレーション（config-if-atm-vc）

コマンド履歴 変更箇所リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.0(1)XA

このコマンドが変更されました。RBEを使用して設定される PVCのサポートが追
加されました。

15.2(3)T

使用上のガイドライン PVCでは 802.1Q VLANタグを 1つだけ設定できます。

ファストイーサーネットポートの着信パケットに入力 802.1Qタグが含まれている場合、この
入力 802.1Qタグは出力 802.1Qタグに置き換えられ、パケットは ATM xDSLリンクで転送さ
れます。

bridge-dot1q encap outgoing-vlan-id コマンドを使用して、RBEサブインターフェイスで設定さ
れている PVCでパケットをタグ付けすることもできます。

PVCで 802.1Qタグを送信する機能は、ATMアダプテーション層 5 SubNetwork Access Protocol
（AAL5-SNAP）カプセル化でのみサポートされています。

例 次に、PVCで 802.1Q VLANタグを設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface ATM0.100 point-to-point
Device(config-if)# pvc 1/1
Device(config-if-atm-vc)# bridge-dot1q encap 100
Device(config-if-atm-vc)# end
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関連コマンド 説明コマンド

（Command）

すべてのATMPVCおよびトラフィック情報を表示します。showatmpvc
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bridge-domain
RFC 1483 ATMブリッジングまたは RFC 1490フレームリレーブリッジングを有効にして、ブ
リッジされた VLANを ATM相手先固定接続（PVC）またはフレームリレーデータリンク接
続識別子（DLCI）にマッピングするには、フレームリレーDLCIコンフィギュレーションモー
ド、インターフェイスコンフィギュレーションモード、インターフェイス ATM VCコンフィ
ギュレーションモード、PVC範囲コンフィギュレーションモードのいずれかでbridge-domain
コマンドを使用します。ブリッジングを無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

bridge-domain vlan-id [{access|dot1q [タグ]|dot1q-tunnel}] [broadcast] [ignore-bpdu-pid]
[pvst-tlv CE-vlan] [increment] [lan-fcs] [split-horizon]
no bridge-domain vlan-id

構文の説明 このブリッジングコンフィギュレーションで使用するVLANの番号。値の範
囲は 2～ 4094です。

vlan-id

（任意）ブリッジングアクセスモードをイネーブルにします。このモードで

はブリッジされた接続はブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を送
信または操作しません。

access

（任意）ATMネットワーク全体でイーサネットフレームからのサービスク
ラス（CoS）情報を保持するため、Institute of Electrical and Electronic Engineers
（IEEE）802.1Qタギングをイネーブルにします。このキーワードが指定され
ていない場合、入力側ではQuality of Service（QoS）のためのCoS値が 0と見
なされます。

dot1q

（任意：ATM PVCの場合限定）1～ 4095の範囲で 802.1Q値を指定します。
1つの PVCに対し、dot1q tagを使用して最大 32個の bridge-domainコマン
ドエントリを指定できます。bridge-domainコマンドのグループで最も大き
いタグ値は、入力した最初のタグよりも大きい必要があります（ただし、差

は 32以内である必要があります）。

タグ

（任意）IEEE 802.1Qトンネリングモードをイネーブルにします。これによ
り、サービスプロバイダーは 1つの VLANを使用して複数の VLANがある
お客様をサポートできるようになります。その際、お客様のVLANIDは保持
され、お客様の異なる VLANのトラフィックが隔離されます。

dot1q-tunnel

（任意）この PVC上でブリッジングブロードキャストモードをイネーブル
にします。このオプションは、マルチポイントブリッジングではサポートさ

れません。このオプションのサポートは、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF2お
よび Cisco IOS Release 12.2(33)SRAで削除されました。

broadcast
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（任意、ATMインターフェイス専用）BPDUプロトコル ID（PID）を無視
し、すべての BPDUパケットをデータパケットとして扱います。これによ
り、BPDUパケットとデータパケットを区別しない ATM加入者宅内機器
（CPE）との相互運用が可能になります。

ignore-bpdu-pid

（任意）ルータまたはスイッチの送信時に、Per-VLAN Spanning Tree Plus
（PVST+）BPDUを IEEE BPDUに変換します。

ルータまたはスイッチの受信時に、IEEE BPDUを PVST+ BPDUに変換しま
す。

pvst-tlv

IEEE BPDUから PVST+ BPDUへの変換時に挿入する Shared Spanning Tree
Protocol（SSTP）の Tag-Length-Value（TLV）のカスタマーエッジ VLAN。

CE-vlan

（PVC範囲コンフィギュレーションモード専用）（任意）範囲内の各 PVC
に対しブリッジドメイン番号を増分します。

increment

（任意）VLANブリッジングで、ATMネットワーク全体でイーサネットフ
レームのイーサネットLANフレームチェックサム（FCS）を保持することを
指定します。

このオプションは、FlexWANモジュールを使用するルータだけに
適用されます。このオプションのサポートは、Cisco IOS Release
12.2(18)SXF2および Cisco IOS Release 12.2(33)SRAで削除されまし
た。

（注）

lan-fcs

（任意）同じ VLAN内の PVC間でのブリッジングをグローバルに禁止する
ため、RFC 1483スプリットホライズンモードをイネーブルにします。

split-horizon

コマンドデフォルト ブリッジングはディセーブルです。

コマンドモード
フレームリレー DLCIコンフィギュレーション（config-fr-dlci）
インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）：インターフェイスコンフィギュレー
ションモードではdot1qキーワードとdot1q-tunnelキーワードだけがサポートされています。

インターフェイス ATM VCコンフィギュレーション（config-if-atm-vc）
PVC範囲コンフィギュレーション（config-if-atm-range）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが、Cisco 7600シリーズルータおよびCatalyst 6500シリーズスイッ
チ上で、2ポート OC-12 ATMWAN Optical Services Module（OSM）用に、
bridge-vlanコマンドとして追加されました。

12.1(13)E

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(12c)Eに組み込まれました。12.1(12c)E
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変更箇所リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(14)E1に組み込まれました。dot1q-tunnel
キーワードが追加されました。

12.1(14)E1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(14)SXに組み込まれました。このリリー
スでは dot1q-tunnelキーワードはサポートされていません。

12.2(14)SX

split-horizonキーワードが追加されました。12.1(19)E

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(18)Sに統合されました。このリリース
では dot1q-tunnelキーワードと split-horizonキーワードはサポートされていま
せん。

12.2(18)S

Cisco IOSリリース 12.2(17a)SXで dot1q-tunnelキーワードのサポートが追加さ
れました。

12.2(17a)SX

このコマンドの名前が、bridge-vlanからbridge-domainに変更されました。キー
ワード access、broadcast、ignore-bpdu-pid、および incrementが追加されまし
た。

12.2(18)SXE

lan-fcsキーワードと broadcastキーワードのサポートが削除されました。
ignore-bpdu-pidキーワードと pvst-tlvキーワードが追加されました。

12.2(18)SXF2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

使用上のガイドライン ATMインターフェイス上の RFC 1483ブリッジングでは、イーサネットネットワーク上のレ
イヤ 2パケットデータユニット（PDU）のポイントツーポイントブリッジングがサポートさ
れます。フレームリレーのカプセル化のための設定された Packet over SONET（POS）または
シリアルインターフェイス上のRFC1490フレームリレーブリッジングは、イーサネットネッ
トワーク上でのフレームリレーパケットのブリッジング機能を提供します。

Cisco 7600ルータは、PIDが 0x00-0Eまたは 0x00-07の BPDUの送信をサポートします。ルー
タを RFC 1483 Appendix Bに完全に準拠するデバイスに接続する場合（IEEE BPDUは他のデバ
イスにより PID 0x00-0Eを使用して送受信される）、ignore-bpdu-pidキーワードは使用できま
せん。

ignore-bpdu-pidキーワードを入力しないと、デバイス間の PVCが RFC 1483 Appendix Bに準
拠して動作します。これはストリクトモードと呼ばれます。ignore-bpdu-pidキーワードを入
力すると、ルーズモードが確立されます。両方のモードについて以下で説明します。

• ignore-bpdu-pidキーワードを指定しない場合はストリクトモードになり、PID 0x00-0Eを
使用して IEEE BPDUが送信されます。これは RFC 1483に準拠します。

• ignore-bpdu-pidキーワードを指定した場合はルーズモードになり、通常はRFC 1483デー
タ用に予約されている PID 0x00-07を使用して IEEE BPDUが送信されます。

Cisco独自のPVST+BPDUは、ignore-bpdu-pidキーワードを入力したかどうかにかかわらず、
常に PID 0x00-07を使用してデータフレームで送信されます。

atm sonet threshold～ client-atm-address name
25

atm sonet threshold～ client-atm-address name
bridge-domain



PVST（または 802.1D）BPDUを PID 0x00-07で送信する ATMデジタル加入者線（DSL）モデ
ムなどのデバイスに接続する場合は、ignore-bpdu-pidキーワードを使用します。

ルータが PVSTまたは IEEEスパニングツリープロトコルだけを認識するデバイスと相互運用
するときは、pvst-tlvキーワードによって BPDU変換が有効になります。Catalyst 6500シリー
ズスイッチATMモジュールではPVST+だけがサポートされるので、ATMモジュールでPVST
だけを認識する Catalyst 5000ファミリスイッチに接続するとき、または IEEE形式だけを認識
するその他の Cisco IOSルータと接続するときは pvst-tlvキーワードを使用する必要がありま
す。

ルータまたはスイッチの送信時には、pvst-tlvキーワードにより PVST+ BPDUが IEEE BPDU
に変換されます。

ルータまたはスイッチの受信時には、pvst-tlvキーワードにより IEEE BPDUが PVST+ BPDU
に変換されます。

bridge-domainコマンドと bre-connectコマンドは相互に排他的です。RFC 1483と BREの同時
ブリッジングを行うための、同じ PVCに対する両方のコマンドの使用はできません。

（注）

ATMネットワーク全体でサービスクラス（CoS）情報を保持する場合は、dot1qオプションを
使用します。このコンフィギュレーションは、IEEE 802.1Qタギングを使用して、ATMネット
ワークで転送される際に VLAN IDとパケットヘッダーを保持します。

サービスプロバイダーが単一の VLANを使用して複数の VLANがあるお客様をサポートし、
お客様の VLAN IDを保持しつつお客様の異なる VLANのトラフィックを分離できるようにす
るには、サービスプロバイダールータで dot1q-tunnelオプションを使用します。カスタマー
ルータでは dot1qオプションを使用します。

access、dot1q、およびdot1q-tunnelオプションは相互に排他的です。これらのどのオプション
も指定しない場合は、接続は「raw」ブリッジングアクセスモードで動作します。これは、
BPDUパケットが処理および転送されることを除き、accessと同じです。

（注）

RFC 1483ブリッジングは AAL5-MUXおよび AAL5-LLCサブネットワークアクセスプロトコ
ル（SNAP）でカプセル化された PVCに対してサポートされます。RFC-1483でブリッジされ
た PVCはATMインターフェイスで終端する必要があり、ブリッジされたトラフィックはイー
サネットインターフェイス上で転送される必要があります。ただし、ブリッジされた PVC上
でのトラフィックのブリッジングを許可にする split-horizonオプションが使用されている場合
を除きます。

RFC 1483ブリッジングは、相手先選択接続（SVC）ではサポートされていません。また、メ
インインターフェイス上の PVCでも RFC 1483ブリッジングを設定できません。

（注）
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インターフェイスコンフィギュレーションモードでは、キーワードオプション dot1qおよび
dot1q-tunnelだけがサポートされています。

例 次に、VLAN ID 99を使用して PVCを IEEE 802.1Q VLANブリッジング用に設定する
例を示します。

Router# configure terminal

Router(config)# interface ATM6/2

Router(config-if)# pvc 2/101

Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain 99 dot1q

Router(config-if-atm-vc)# end

次に、RFC 1483準拠のトポロジ内で IEEE BPDUだけを理解するデバイスに Catalyst
6500シリーズスイッチが接続されている場合に、BPDU変換を有効にする例を示しま
す。

Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain
100 pvst-tlv 150

デバイスは IEEE BPDUに対し RFC 1483準拠のトポロジで動作するため、
ignore-bpdu-pidキーワードは使用しません。

次に、Catalyst 5500 ATMモジュールが RFC 1483非準拠のトポロジで PVST BPDUだ
けを認識する装置である場合に、BPDU変換をイネーブルにする例を示します。Catalyst
6500シリーズスイッチをCatalyst 5500ATMモジュールに接続するときは、両方のキー
ワードを入力する必要があります。

Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain
100 ignore-bpdu-pid pvst-tlv 150

レイヤ2プロトコルトンネリング（L2PT）トポロジのBPDU変換を有効にするには、
次のコマンドを使用します。

Router(config-if-atm-vc)# bridge-domain
100 dot1q-tunnel ignore-bpdu-pid pvst-tlv 150

次に、ある範囲の PVCを設定し、ブリッジドメイン番号を範囲内の各 PVCに対して
増分する例を示します。

Router(config)# interface atm 8/0.100

Router(config-if)# range pvc 102/100 102/199
Router(config-if-atm-range)# bridge-domain 102 increment

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

PVCまたは SVC上の BREをイネーブルにします。bre-connect
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説明コマンド

（Command）

特定のPVCのコンフィギュレーションを表示します。showatmpvc
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broadcast
ATM仮想回線（VC）クラス、相手先固定接続（PVC）、相手先選択接続（SVC）、またはVC
バンドルのブロードキャストパケット複製および送信を設定するには、該当するコマンドモー

ドで broadcastコマンドを使用します。ATM VCクラス、PVC、SVC、または VCバンドルの
ブロードパケットの送信を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。「使用上
のガイドライン」の説明に従ってデフォルトの動作を復元するには、このコマンドの default
形式を使用します。

broadcast
no broadcast
default broadcast

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ブロードキャスト送信は無効です。従来の IP SVCの場合は、ブロードキャストが有効です。

コマンドモード
Interface-ATM-VCコンフィギュレーション（ATM PVCおよび SVC）
VCクラスコンフィギュレーション（VCクラス）
バンドルコンフィギュレーション（VCバンドル）
PVC範囲コンフィギュレーション（ATM PVC範囲）
PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個々の PVC）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3 T

ATM VCバンドルのブロードキャストパケットの複製および送信のための機能
拡張が追加されました。

12.0(3)T

このコマンドが、PVC範囲コンフィギュレーションモードおよび PVC-in-range
コンフィギュレーションモードで使用できるようになりました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン SVCでブロードキャスティングとマルチポイントシグナリングが有効な場合、SVCを処理す
るためマルチポイント SVCが作成されます。
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broadcastコマンドを使用して ATM PVCまたは SVC、VCクラス、または VCバンドルのブ
ロードキャストを設定する場合、この設定は、broadcastコマンドを使用して構成された以前
の設定よりも優先されます。

（注）

ATM PVC、SVC、または VCバンドルで broadcastコマンドが明示的に設定されない場合、
VCは次のデフォルト設定を継承します（優先順位の順にリストされています）。

• PVC、SVC、または VCバンドル自体に割り当てられている VCクラスの broadcastコマ
ンドの設定。

• PVC、SVC、またはVCバンドルのATMサブインターフェイスに割り当てられているVC
クラスの broadcastコマンドの設定。

• PVC、SVC、または VCバンドルの ATMメインインターフェイスに割り当てられている
VCクラスの broadcastコマンドの設定。

VCが VCバンドルのメンバーである場合は、VCクラスコンフィギュレーションモードで
broadcastコマンドを使用した設定は、VCには適用されません。バンドルコンフィギュレー
ションが優先されます。

（注）

バンドルコンフィギュレーションモードで broadcastコマンドを使用するには、bundleコマ
ンドを使用して、ブロードキャスト転送を有効にするバンドルのバンドルコンフィギュレー

ションモードを有効にします。

例 次に、「router5」という名前の ATM PVCでのブロードキャストパケットの送信を有
効にする例を示します。

pvc router5 1/32
broadcast

次に、「bundle1」という名前の ATM PVCバンドルでのブロードキャストパケットの
送信を有効にする例を示します。

bundle bundle1
broadcast

関連コマンド DescriptionCommand

VCクラスを ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに割
り当てます。

class-int

VCクラスをATMPVC、SVC、またはVCバンドルメンバーに割り当てます。class-vc

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定します。encapsulation

atm sonet threshold～ client-atm-address name
30

atm sonet threshold～ client-atm-address name
broadcast



DescriptionCommand

ATMPVC、VCクラス、またはVCバンドルの InverseARP期間を設定します。inarp

エンドツーエンド F5 OAMループバックセルの生成、および仮想回線バンド
ルに適用できる仮想回線クラスの OAM管理を有効化します。

oam-bundle

ATM PVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルの OAM管理に関連する
パラメータを設定します。

oamretry

ATM PVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルのスタティックマップを
設定します。PVC上、VCバンドル上、またはVCクラス内で直接 InverseARP
を設定することにより、ATM PVCの Inverse ARPまたは Inverse ARPブロード
キャストを有効化します（IPおよび IPXプロトコルのみに適用）。

protocol(ATM)

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルメン
バーの出力ピークセルレートを指定します。

ubr

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルメン
バーの出力ピークセルレートと出力最小保証セルレートを指定します。

ubr+

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）QoSを設定し、ATM PVC、
SVC、VCクラス、または VCバンドルメンバーの出力ピークセルレート、
出力平均セルレート、および、出力最大バーストセルサイズを指定します。

vbr-nrt
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card type（T3、E3）
T3または E3カードを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで card type
コマンドを使用します。カードタイプ設定を取り消すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

T3または E3コントローラ

card type {t3|e3}slot
no card type {t3|e3}slot

クリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタ

card type {t3|e3}slot subslot
no card type {t3|e3}slot subslot

Cisco 12000シリーズルータ上のクリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタ

card type {t3|e3}slot subslot

構文の説明 Binary 8-zero Substitution（B8ZS）コーディングを使用してネットワークでの T3
接続（44,210 kb/s）を指定します。

t3

主として欧州で使われている 34,010 kb/sの広域デジタル伝送方式を指定しま
す。

e3

インターフェイスのスロット番号。slot

（クリアチャネルT3/E3共有ポートアダプタのみ）共有ポートアダプタ（SPA）
が装着されている Session Initiation Protocol（SIP）インターフェイスのセカンダ
リスロット番号。

サブスロット情報については、プラットフォーム固有のSPAハードウェアイン
ストレーションガイドおよびプラットフォーム固有のSPAソフトウェア設定ガ
イドの対応する「Specifying the Interface Address on an SPA」トピックを参照し
てください。

サブスロッ

ト

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T
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変更箇所リリース

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(11)YTに統合され、Cisco
2650XM、Cisco 2651XM、Cisco 2691、Cisco 3660 Series、Cisco 3725、
および Cisco 3745に実装されました。

12.2(11)YT

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(15)Tに統合されました。12.2(15)T

このコマンドがCisco IOSリリース12.3(1)に統合され、Cisco2610XM、
Cisco 2611XM、Cisco 2620XM、Cisco 2621XM、Cisco 2650XM、Cisco
2651XM、Cisco 2691、Cisco 3631、Cisco 3660、Cisco 3725、および
Cisco 3745のサポートが追加されました。

12.3(1)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2Sに統合されました。12.2S

このコマンドが、Cisco7304ルータでSPAをサポートするためにCisco
IOSリリース 12.2(25)S3に統合されました。

12.2(25)S3

このコマンドが、Cisco 7600シリーズルータおよび Catalyst 6500シ
リーズスイッチで SPAをサポートするために Cisco IOSリリース
12.2(18) SXEに統合されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco 12000シリーズルータで SPAをサポートする
ために Cisco IOSリリース 12.0(31)Sに統合されました。

12.0(31)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドがCiscoASR1000プラットフォームに実装され、T3カー
ドタイプの設定がサポートされました。

Cisco IOS XE Release
3.4.0S

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータに実装され、サポートが追加されました。

Cisco IOS XE Release
3.5.0S

使用上のガイドライン 使用上のガイドラインはプラットフォームによって多少異なります。使用上のガイドラインに

ついては以降の項で説明します。

T3または E3コントローラ

カードタイプの発行後に no card typeコマンドを入力し、次に card typeコマンドを入力して
新しいカードタイプを設定します。新しい設定を反映するには、設定を NVRAMに保存し、
ルータを再起動します。

ルータが起動すると、新しいカードタイプが指定された状態でソフトウェアが起動します。元

のコントローラやインターフェイスに関連付けられていた設定は、ソフトウェアにより破棄さ

れることにご注意ください。新しいコントローラとシリアルインターフェイスを設定して保存

します。
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クリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタ

すべての SPAポートを T3から E3または E3から T3に変更するには、no card typeコマンド
を入力し、次に別の card typeコマンドを入力して新しいカードタイプを設定します。

ルータが起動すると、新しいカードタイプが指定された状態でソフトウェアが起動します。元

のコントローラやインターフェイスに関連付けられていた設定は、ソフトウェアにより破棄さ

れることにご注意ください。新しいコントローラとシリアルインターフェイスを設定して保存

します。

Cisco 12000シリーズルータ上のクリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタ

Cisco 12000シリーズルータの 2ポートおよび 4ポートクリアチャネル T3/E3 SPAでは、この
コマンドの no形式は使用できません。Cisco 12000で既存のカードタイプを変更するには、次
の手順を実行します。

1. サブスロットから SPAを取り外します。

2. 設定を保存します。

3. ルータを再起動します。

4. 新しい SPAをサブスロットに挿入します。

5. card typeコマンドを使用して新しいカードを設定します。

例 次に、スロット 1で T3データ伝送を設定する例を示します。
Device(config)# card type t3 1

次に、T3モードでスロット5、サブスロット2に装着されている2ポートおよび4ポー
トクリアチャネル T3/E3 SPAのすべてのポートを設定する例を示します。
Device(config)# card type t3 5 2

次に、T3モードで Cisco ASR 1000シリーズルータのスロット 0、サブスロット 1に装
着されている SPA-2CHT3-CE-ATMのすべてのポートを設定する例を示します。
Device(config)# card type t3 0 1

card typeコマンドの設定後に、SPAはリロードします。SPAが UPになった後で、T3
または E3のみとしてコントローラを設定します。

次に、E3モードで Cisco ASR 1000シリーズルータのスロット 0、サブスロット 2に装
着されている SPA-2CHT3-CE-ATMのすべてのポートを設定する例を示します。
Router(config)# card type e3 0 2

card typeコマンドの設定後に、SPAはリロードします。SPAが UPになった後で、T3
または E3のみとしてコントローラを設定します。
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関連コマンド 説明コマンド

（Command）

T3または E3コントローラを設定し、コントローラコンフィギュレー
ションモードを開始します。

controller

オペレーティングシステムをリロードします。reload

シリアルインターフェイスタイプおよびその他の情報を表示します。show interface serial
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cbr
Cisco MC3810の ATM相手先固定接続（PVC）向け ATM回線エミュレーションサービス
（CES）の固定ビットレート（CBR）、またはCisco 7200および7500シリーズルータのPA-A3
ポートの固定ビットレート（CBR）を設定するには、適切なコンフィギュレーションモード
でcbrコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

cbr レート
no cbr レート

構文の説明 ATM CESの固定ビットレート（平均セルレートとも呼ばれます）。このコマンドの
有効な範囲は、56～ 10000 kbps（Cisco MC3810の ATM CES）または 1～ 155000 kbps
（Cisco 7200および 7500シリーズルータの PA-A3ポートアダプタ）です。

レー

ト

コマンドデフォルト CBRは設定されていません。

コマンドモード
interface-ATM-VCコンフィギュレーション（ATM PVCおよび SVCの場合）
PVC範囲コンフィギュレーション（ATM PVC範囲の場合）
PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個々の PVCの場合）
ATM PVPコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが Cisco MC3810の ATM CESに追加されました。12.0

このコマンドが、PVC範囲コンフィギュレーションモードおよび
PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードで使用できるようになり
ました。

12.1(5)T

Cisco 7200シリーズルータの PA-A3ポートアダプタのサポートが追
加されました。

12.2(5)

Cisco 7500シリーズルータの PA-A3ポートアダプタのサポートが追
加されました。

12.2(7)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、ATM PVPコンフィギュレーションモードで使用で
きるようになりました。

Cisco IOSXEリリース
2.3
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使用上のガイドライン このコマンドは、CiscoMC3810のATM設定とCisco 7200および 7500シリーズルータのPA-A3
ポートアダプタに適用されます。

例 次に、Cisco MC3810の ATM PVC 20で固定ビットレートを設定する例を示します。

pvc 20
cbr 56

関連コマンド 説明コマンド（Command）

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CESセル廃
棄統合時間を設定します。

cescell-loss-integration-period

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM CES同
期クロックモードを設定します。

cesclockmodesynchronous

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM PVCに
CESサービスをマップします。

cesconnect

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CES回路の
受信バッファサイズを設定します。

cesinitial-delay

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CES回路の
送信バッファを設定します。

cesmax-buf-size

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM CESの
セルあたりのユーザオクテット数を設定します。

cespartial-fill

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM CESタ
イプを設定します。

cesservice

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CES ATMカ
プセル化を有効にします。

encapsulationatm-ces
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ces
ルータポートで回線エミュレーションサービス（CES）を設定し、CESコンフィギュレーショ
ンモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで cesコマンドを使用
します。

ces slot/port

構文の説明 インターフェイスのバックプレーンスロット番号とポート番号。インターフェイス

設定がスロット内のすべてのポートに適用されるため、ポート値は常に 0です。ス
ラッシュ（/）が必要です。

slot /
port

コマンドデフォルト CESインターフェイスは設定されていません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、OC-3/STM-1 ATM CESネットワークモジュールを備えた Cisco 2600シリー
ズおよび 3600シリーズルータで使用されます。

cesコマンドは CESコンフィギュレーションモードを開始します。CESクロックなどの CES
パラメータを設定するには、CESコンフィギュレーションモードを使用します。

例 次に、スロット 2の CESインターフェイスを設定する例を示します。

ces 2/0

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

クロックソースと優先順位を選択できます。clock-select
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ces aal1 clock
固定ビットレート（CBR）インターフェイスの ATMアダプテーション層 1（AAL1）タイミ
ングリカバリクロックを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

ces aal1 clockコマンドを使用します。クロックをデフォルトに戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

ces aal1 clock {adaptive|srts|synchronous}
no ces aal1 clock

構文の説明 FIFOベースで受信した AAL1の出力クロックを調整します。unstructuredモード
で使用します。

adaptive

クロッキングモードを同期残余タイムスタンプに設定します。srts

structuredモードでタイミングリカバリを synchronousに設定します。synchronous

コマンドデフォルト タイミングリカバリが structuredモードで synchronousに設定されています。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン クロックモードは、structuredモードで synchronousである必要があります。unstructuredモー
ドでは、ネットワークから取得するクロックが使用可能ではない場合にはadaptiveキーワード
を使用します。

ネットワークから取得するクロックが使用可能であるが、CESポートに接続するデバイスが異
なるクロック基準を使用している場合は、srtsキーワードを使用します。srtsキーワードを指
定すると、着信クロックがサンプリングされ、ネットワーククロックから差し引かれ、残りが

AAL1ヘッダーで送信されます。残余をネットワークリファレンスに追加することで、出力中
にクロックが再構築されます。

その他のすべてのモードには synchronousキーワードを使用します。

例 次のコマンドは、AAL1タイミングリカバリクロックをアダプティブモードに設定し
ます。
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interface cbr 4/0
ces aal1 clock adaptive

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用されるCESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの送信クロックソースを設定します。cesdsx1clocksource

ATM-CESポートアダプタに必須のクロッキング信号の送信元と
優先順位を確立します。

network-clock-select(ATM)
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ces aal1 service
固定ビットレート（CBR）インターフェイスで使用する回線エミュレーションサービスのタ
イプを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ces aal1 serviceコ
マンドを使用します。サービスのタイプを unstructuredに戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

ces aal1 service {structured|unstructured}
no ces aal1 service

構文の説明 サービスのタイプを structured（クロスコネクト）に設定します。structured

サービスのタイプをunstructured（クリアチャネル）に設定します。unstructured

コマンドデフォルト サービスのタイプは unstructured（クリアチャネル）に設定されています。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン structuredキーワードは、各タイムスロットが、回線にグループ化される個別エンティティで
あることを意味します。各回線には 1つの独立した相手先固定接続（PVC）が含まれていま
す。

unstructuredキーワードを指定すると、ATMネットワークの受信側での着信シリアルデータ
が減少します。またこのキーワードにより、サービスが、すべてのタイムスロットが伝送され

る単一回線、単一 PVCに設定されます。

例 次に、ces aal1 serviceコマンドのモードを structuredに変更する例を示します。

interface cbr 4/0
ces aal1 service structured
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関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスの AAL1タイミングリカバリクロックを
設定します。

cesaal1clock

CBRインターフェイスの接続属性を設定します。cescircuit

CBRインターフェイスの送信クロックソースを設定します。cesdsx1clocksource

CBRインターフェイスのデータ回線のフレームタイプを選択し
ます。

cesdsx1framing

CBRインターフェイスのケーブルの長さを設定します。cesdsx1lbo

CBRインターフェイスのラインコードタイプを選択します。cesdsx1linecode

CBRインターフェイスのループバックを有効化します。cesdsx1loopback

CBRインターフェイスで信号モードを robbedビットとして有効
にします。

cesdsx1signalmoderobbedbit

CBRインターフェイスで回線の宛先ポートを設定します。cespvc

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情
報を表示します。

showinterfacecbr
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ces circuit
固定ビットレート（CBR）インターフェイスの接続属性を設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで ces circuitコマンドを使用します。接続属性をデフォルトに
戻すか、または回線を有効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ces circuit circuit-number [{cas|no cas}] [cdv range] [circuit-name 名前] [on-hook-detection
hex-number] [partial-fill range] [{shutdown|no shutdown}] [timeslots range]
no ces circuit circuit-number [[no] cas] [cdv range] [circuit-name 名前] [on-hook-detection
hex-number] [partial-fill range] [[no] shutdown] [timeslots range]

構文の説明 回路 IDを選択します。非構造化サービスの場合は 0を使用します。T1
構造化サービスの場合、指定できる範囲は 1～ 24です。E1構造サービ
スの場合、指定できる範囲は 1～ 31です。

circuit-number

（任意）構造化サービスでのみ個別線信号方式を有効にします。no cas
を指定すると、個別線信号方式が無効になります。デフォルトは no cas
です。

cas

（任意）構造化サービスでのみ個別線信号方式を無効にします。これが

デフォルトです。

nocas

（任意）ピークツーピークのセル遅延変動要件を有効にします。CDV
の場合、指定できる範囲は 1～ 65535ミリ秒です。デフォルトは 2000
ミリ秒です。

cdv range

（任意）回線エミュレーションサービスインターネットワーキング機

能 CES-IWF回線の ASCII名を設定します。回線名の文字列の範囲は 0
～ 255です。デフォルトは CBRx /x :0です。

circuit-name名前

（任意）回線がオンフックであるかどうかの検出を有効にします。オン

フックを検出するための 2ビットまたは 4ビット AB[CD]パターンを示
す 16進数値（0～ F）です。AB[CD]ビットは、CBRトラフィックを生
成している音声またはビデオテレフォニーデバイスの製造者によって

決定されます。

on-hook-detection
hex-number

（任意）構造化サービスでのみ部分AAL1セル充填サービスを有効にし
ます。範囲は 0～ 47です。デフォルトは 47です。

partial-fill range

（任意）CES-IWF回線を管理上ダウンとしてマークします。デフォルト
は no shutdownです。

shutdown

（任意）CES-IWF回線を管理上アップ状態に戻します。noshutdown

（任意）CES-IWF回線のタイムスロットを設定します（構造化サービス
のみ）。T1の有効な範囲は 1～ 24です。E1の有効な範囲は 1～ 31で
す。

timeslots range
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コマンドデフォルト 回線が設定されていません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン 個別線信号方式（CAS）は、タイムスロットに関する情報（オンフックまたはオフフック）を
提供し、マルチフレームごとに 1回更新されます。

CASとオンフック検出機能の両方が有効な状態では、この 2つの機能が連動して、ATMネッ
トワークの入力ノードが、指定された 1 × 64構造化 CES回線のオンフック/オフフック状態を
モニタできるようになります。「1 × 64」という表記が暗に示すように、オンフック検出（ま
たは帯域幅解放）機能は、接続の両側で 1つのタイムスロットを使用する構造化 CES回線で
のみサポートされています。

入力ノードで構造化 CES回線に対して設定されているタイムスロット（タイムスロット 2）
は、出力ノードで設定されているDS0タイムスロット（タイムスロット 4）とは異なることが
あります。オンフック検出機能を使用する場合には、回線の各側で1つのタイムスロットだけ
を設定できます。

オンフック機能を呼び出すと、入力 ATM-CESポートアダプタが、回線内のオンフック/オフ
フック状態を検出するため、着信CBRビットストリームでABCDビットをモニタます。「オ
フフック」状態では、指定されている CES回線のためにプロビジョニングされた帯域幅はす
べて、ネットワーク上で入力ノードから出力ノードへの ATM AAL1の送信に使用されます。

オンフック状態では、接続を維持するため、ネットワークで入力ノードから出力ノードにダ

ミーATMが定期的に送信されます。ただしこれらのダミーセルが消費する帯域幅は、回線の
予約帯域幅のごく一部であるため、残りの使用可能な帯域幅は別のネットワークトラフィック

に使用できます。帯域幅解放機能により、ネットワークのリソースをより効果的に利用できる

ようになります。

CES回線でCAS機能が有効な場合、DS0チャネルの帯域幅は 56 kbps（ユーザデータ）に制限
されます。これは、CAS機能では ABCDシグナリングビットの送信に 8 kbpsのチャネル帯域
幅が消費されるためです。これらのシグナリングビットは、ATM AAL1セルストリームの一
部として、入力ノードから出力ノードに透過的に渡されます。

つまり、オプションの CAS機能とオンフック検出機能が有効な場合、次の条件が適用されま
す。

• CES回線のためにプロビジョニングされた相手先固定接続（PVC）が常に存在します。
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• CES回線の帯域幅が常に予約されています。

•オンフック状態では、CES回線に予約されている帯域幅のほとんどが使用されていない状
態です。（接続を維持するため、ダミーセルが入力ノードから出力ノードに送信されま

す。）したがって、この帯域幅はその他のネットワークトラフィック（使用可能ビット

レート（ABR）トラフィックなど）に使用できるようになります。

•オフフック状態では、CES回線に予約されているすべての帯域幅が、その回線専用になり
ます。

例 次に、構造化サービスの CDV範囲を 5000ミリ秒に設定し、インターフェイスを有効
にする例を示します。

interface cbr 4/0
ces circuit 3 cdv 5000
ces circuit 3 no shutdown

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces dsx1 clock source
固定ビットレート（CBR）インターフェイスの送信クロックソースを設定するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで ces dsx1 clock sourceコマンドを使用します。ク
ロックソースをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ces dsx1 clock source {loop-timed|network-derived}
no ces dsx1 clock source

構文の説明 送信クロックがループするように設定します（RX-clockからTX-clock）。loop-timed

送信クロックがネットワークから取得されるように設定します。network-derived

コマンドデフォルト 送信クロックがネットワークから取得されます。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

例 次に、クロックソースを loop-timedに設定する例を示します。

interface cbr 4/0
ces dsx1 clock source loop-timed

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスのAAL1タイミングリカバリクロックを設
定します。

cesaal1clock

CBRインターフェイスで使用されるCESのタイプを設定します。cesaal1service

ATM-CESポートアダプタに必須のクロッキング信号の送信元と
優先順位を確立します。

network-clock-select(ATM)

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr
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DescriptionCommand

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報
を表示します。

showinterfacecbr
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ces dsx1 framing
固定ビットレート（CBR）インターフェイスでデータ回線のフレームタイプを選択するには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで ces dsx1 framingコマンドを使用します。
フレームタイプをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

T1
ces dsx1 framing {esf|sf}
no ces dsx1 framing

E1
ces dsx1 framing {e1_crc_mfCASlt|e1_crc_mf_lt|e1_lt|e1_mfCAS_lt}
no ces dsx1 framing

構文の説明 回線タイプを T1の Extended Super Frameに設定します。esf

回線タイプを T1のスーパーフレームに設定します。sf

個別線信号方式（CAS）が有効な状態で回線タイプをE1CRCに設定します。e1_crc_mfCASlt

CASが無効な状態でラインタイプを E1 CRCに設定します。e1_crc_mf_lt

CASが無効な状態でラインタイプを E1に設定します。e1_lt

CASが有効な状態でラインタイプを E1に設定します。e1_mfCAS_lt

コマンドデフォルト esf（T1）e1_lt（E1）

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータがデータ回線と通信する構成で使用します。サービスプロバイダー

が、回線に必要なフレーミングタイプを決定します。

例 次に、データ回線タイプをスーパーフレームに設定する例を示します。
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interface cbr 4/0
ces dsx1 framing sf

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces dsx1 lbo
固定ビットレート（CBR）インターフェイスのケーブル長を設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで ces dsx1 lboコマンドを使用します。ケーブル長をデフォル
トに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ces dsx1 lbo length
no ces dsx1 lbo

構文の説明 ケーブル長を設定します。値（フィート単位）は0_110、110_200、220_330、330_440、
440_550、550_660、660_above、および square_pulseです。これらの値は範囲（フィー
ト単位）を表します。

length

コマンドデフォルト 0_110 feet

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン ケーブル長を、システムで必要なフィート数に設定します。

例 次に、ケーブル長を 440フィートに設定する例を示します。

interface cbr 4/0
ces dsx1 lbo 440_550

関連コマンド DescriptionCommand

ATMインターフェイスのケーブル長（回線ビルドアウト）を指定します。atmlbo

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus
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DescriptionCommand

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces dsx1 linecode
固定ビットレート（CBR）インターフェイスのラインコードタイプを設定するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで ces dsx1 linecodeを使用します。ラインコードを
デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

T1
ces dsx1 linecode {ami|b8zs}
no ces dsx1 linecode

E1
ces dsx1 linecode {ami|hdb3}
no ces dsx1 linecode

構文の説明 ラインコードタイプとして Alternate Mark Inversion（AMI）を指定します。T1および
E1インターフェイスで有効です。

ami

ラインコードタイプとして B8ZSを指定します。T1インターフェイスで有効です。こ
れは T1のデフォルトです。

b8zs

ラインコードタイプとして HDB3を指定します。E1インターフェイスで有効です。こ
れは E1のデフォルトです。

hdb3

コマンドデフォルト T1インターフェイスの場合、ラインコードタイプとして B8ZSが使用されます。E1インター
フェイスの場合、ラインコードタイプとして HDB3が使用されます。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、スイッチがデータ回線と通信する構成で使用します。サービスプロバイダー

が、回線に必要なラインコードタイプを決定します。

例 次に、ラインコードタイプとして B8ZSを指定する例を示します。

interface cbr 4/0
ces dsx1 linecode b8zs
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関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces dsx1 loopback
固定ビットレート（CBR）インターフェイスのループバックを有効にするには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで ces dsx1 loopbackコマンドを使用します。ループバッ
クを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ces dsx1 loopback {line|noloop|payload}
no ces dsx1 loopback {line|noloop|payload}

構文の説明 受信した信号が回線でループするように設定します（回線を通過しない）。line

インターフェイスをループなしに設定します。noloop

受信した信号がデバイスでループして戻るように設定します。payload

コマンドデフォルト ループバックは無効です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、回線エミュレーションポートアダプタモジュールのテストに役立ちます。

例 次に、ペイロードループバックを設定する例を示します。

interface cbr 4/0
ces dsx1 loopback payload

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

ATMインターフェイスをループバックモードに設定します。loopback

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr
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DescriptionCommand

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces dsx1 signalmode robbedbit
固定ビットレート（CBR）インターフェイスで信号モードを robbedビットとして有効にする
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ces dsx1 signalmode robbedbitコマ
ンドを使用します。信号モードをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

ces dsx1 signalmode robbedbit
no ces dsx1 signalmode robbedbit

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 信号モードは無効です。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン T1フレームは、送信速度が64kbpsの24個のタイムスロット（DS0）で構成されます。T1は、
robbedbitモードでのシグナリングの各バイトの低ビットを削除することで、個々のタイムス
ロットでシグナリングをインバンド送信できる機能を定義します。この手順では、シグナリン

グに 8 kbps、データに 56 kbpsを使用できます。

structuredモードでは、ネットワークでT1シグナリング情報を送信できます。structuredモード
では、ポートで robbedbitシグナリングモードを有効にし、このタイプのサービスを必要とす
る個々の回線で CASを有効にすると、DS0からビットをロビングすることになります。その
後システムは、指定された形式でビットをネットワーク上で送信し、CES-IWF接続のパッシブ
側で再挿入します。

例 次に、個別線信号方式と robbedビットシグナリングの例を示します。

interface cbr 4/0
ces circuit 1 cas
ces dsx1 signalmode robbedbit
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関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの接続属性を設定します。cescircuit

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces partial-fill
ATM回線エミュレーションサービス（CES）のセルあたりのユーザオクテット数を設定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ces partial-fillコマンドを使用しま
す。CES部分充填値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ces partial-fill オクテット
no ces partial-fill オクテット

構文の説明 CESのセルあたりのユーザオクテット数。オクテット範囲の有効値は 0～ 47で
す。デフォルトは 47です。

オクテッ

ト

コマンドデフォルト 47オクテット

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3MA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドが Cisco MC3810の ATM設定に適用されます。

cespartial-fillコマンドの値をゼロに設定すると、部分セル充填が無効になり、すべてのセルが
送信前に完全に充填されます。このコマンドは、encapsulation atm-cesコマンドが有効な場合
にシリアルポート 0と 1でサポートされています。

例 次に、シリアルポート 0の CES部分セル充填をセルあたり 20オクテットに設定する
例を示します。

interface serial 0
ces partial-fill 20

関連コマンド DescriptionCommand

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CESセル廃
棄統合時間を設定します。

cescell-loss-integration-period
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DescriptionCommand

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM CES同
期クロックモードを設定します。

cesclockmodesynchronous

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM PVCに
CESサービスをマップします。

cesconnect

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CES回路の
受信バッファサイズを設定します。

cesinitial-delay

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの CES回路の
送信バッファを設定します。

cesmax-buf-size

Cisco MC3810マルチサービスコンセントレータの ATM CESタ
イプを設定します。

cesservice
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ces pvc
固定ビットレート（CBR）インターフェイスで回線の宛先ポートを設定するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで cespvcコマンドを使用します。回線の宛先ポート
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ces pvc circuit-number interface atm slot/port vpi number vci number
no ces pvc circuit-number interface atm slot/port vpi number vci number

構文の説明 回路 IDを選択します。範囲は 0～ 24です。非構造化サービスの場合は
0を使用します。T1構造サービスの場合、指定できる範囲は 1～ 24で
す。E1構造サービスの場合、指定できる範囲は 1～ 31です。

circuit-number

ATMインターフェイスのスロットおよびポート番号。スラッシュ（/）
が必要です。ハード相手先固定接続（PVC）を作成するために使用され
ます。ハード PVCは、ATM-CESポートアダプタで CBRインターフェ
イスに対してのみ設定できます。

interfaceatm slot /
port

宛先 PVCの仮想パス識別子。範囲は 0～ 255です。vpi number

宛先 PVCの仮想チャネル識別子。範囲は 1～ 16383です。vci number

コマンドデフォルト 宛先ポートは設定されません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン ハード PVCを作成するには、interfaceオプションを使用します。ソフト PVCを作成するに
は、dest-atm-addrオプションを使用します。ソフト PVCは、Cisco 7200シリーズルータでは
サポートされていません。

CES回線の両側を設定する必要があります。これは、送信元（CES-IWFのアクティブ側）で
は、宛先（パッシブ側）のタイムスロットが認識されないためです。

各 CES回線には ATMアドレスがあります。送信元 PVCを設定するときには、宛先 ATMアド
レスを指定する必要があります。
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例 次に、ハード PVCの設定例を示します。この例では、スロット 1の ATMポート 0の
宛先が、スロット 1の CBRポート 0の回線 31に割り当てられています。

interface cbr 1/0
ces pvc 31 interface atm 1/0 vpi 0 vci 512

関連コマンド DescriptionCommand

CBRインターフェイスで使用される CESのタイプを設定します。cesaal1service

CBRインターフェイスの詳細な回路情報を表示します。showcescircuit

詳細な CBRポート情報を表示します。showcesinterfacecbr

ATM-CESポートアダプタのポートの状態を表示します。showcesstatus

ATM-CESポートアダプタの CBRインターフェイスに関する情報を表示
します。

showinterfacecbr
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ces-cdv
セル遅延変動を設定するには、interface-ATM-VCコンフィギュレーションモードで ces-cdvコ
マンドを使用します。

ces-cdv 時刻

構文の説明 最大許容セル着信ジッター（1～ 65535マイクロ秒の範囲内）。デフォルトは 5000で
す。

時

刻

コマンドデフォルト 5000マイクロ秒

コマンドモード
Interface-ATM-VCコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、OC-3/STM-1 ATM CESネットワークモジュールを備えた Cisco 2600シリー
ズおよび 3600シリーズルータで使用されます。

例 次に、最大許容セル着信ジッターを 7500マイクロ秒に設定する例を示します。

interface atm1/0
pvc 0 0/41 ces
ces-cdv 7500

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

ATMインターフェイスを設定します。interfaceatm

SVCを設定します。svc
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class-int
ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに仮想回線（VC）クラスを割り当
てるには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで class-intコマンドを使用しま
す。VCクラスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

class-int vc-class-name
no class-int vc-class-name

構文の説明 ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに割り当てる VCク
ラスの名前。

vc-class-name

コマンドデフォルト ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに VCクラスが割り当てられてい
ません。

コマンドモード
インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加され、VCクラスを ATMメインインターフェイスまたはサ
ブインターフェイスに割り当てる classコマンドを置き替えました。

11.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、以前に定義されていたパラメータ（VCクラスで定義）を ATMメインイン
ターフェイスまたはサブインターフェイスに割り当てるために使用されます。これらのパラ

メータを定義するVCクラスを作成するには、vc-class atmコマンドを使用します。詳細につい
ては、『Cisco IOS Wide-Area Networking Configuration Guide』の「Configuring ATM」の章の
「Configuring VC Classes」を参照してください。

このコマンドを使用して ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに VCク
ラスを割り当てるには、最初に interfaceatmコマンドを入力して、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始する必要があります。

ATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスの VCクラスを作成するには、次
のコマンドを使用してパラメータを定義します：abr、broadcast、bump、encapsulation、
idle-timeout、ilmi manage、inarp、oam-bundle、oam-pvc、oam retry、oam-svc、protocol、
ubr、ubr+、および vbr-nrt。

個々のVCに適用されるパラメータは、インターフェイスレベルまたはサブインターフェイス
レベルのパラメータよりも優先されます。interface-ATM-VCコンフィギュレーションモード
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で入力される個々のコマンドによってVCに設定されるパラメータは、class-intコマンドによっ
てATMメインインターフェイスまたはサブインターフェイスに割り当てられるVCクラスパ
ラメータよりも優先されます。

例 次の例では、「classA」というクラスが最初に作成され、ATMメインインターフェイ
ス 2/0に適用されます。

! The following commands create the class classA:
vc-class atm classA
ubr 10000
encapsulation aal5mux ip
! The following commands apply classA to ATM main interface 2/0:
interface atm 2/0
class-int classA

関連コマンド DescriptionCommand

ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルのスタティックマップを
設定し、ATM PVCでの Inverse ARPまたは Inverse ARPブロードキャストをイ
ネーブルにします。

protocol(ATM)

ATMネットワーク上のリモートホストに対する設定済み ATMスタティック
マップをすべてリストします。

showatmmap

ATM VCまたはインターフェイスの VCクラスを設定します。vc-classatm
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class-vc
ATM相手先固定接続（PVC）、相手先選択接続（SVC）、または VCバンドルメンバーに仮
想回線（VC）クラスを割り当てるには、該当するコンフィギュレーションモードで class-vc
コマンドを使用します。VCクラスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

class-vc 名前
no class-vc 名前

構文の説明 VCクラスの名
前。

名

前

コマンドデフォルト VCクラスが割り当てられていません。

コマンドモード
Bundle-vcコンフィギュレーション（VCバンドルメンバー）
Interface-ATM-VCコンフィギュレーション（ATM PVCおよび SVC）
PVC-in-rangeコンフィギュレーション（PVC範囲内の個々の PVC）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(4)T

このコマンドが変更され、ATM VCバンドルおよび ATM VCバンドルメンバー
への VCクラスの適用がサポートされるようになりました。

12.0(3)T

このコマンドが、PVC-in-rangeコンフィギュレーションモードで使用できるよう
になりました。

12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.2(16)BXに統合されました。12.2(16)BX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(26)Sに統合されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合されました。12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、以前に定義した一連のパラメータ（VCクラスで定義）をATMPVC、SVC、
またはVCバンドルメンバーに割り当てるために使用されます。これらのパラメータを定義す
る VCクラスを作成するには、vc-class atmコマンドを使用します。

ATM PVCおよび SVC
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このコマンドを使用してATMPVCまたは SVCにVCクラスを割り当てるには、最初にグロー
バルコンフィギュレーションモードで interface atmコマンドを入力し、次にインターフェイ
スコンフィギュレーションモードで pvcまたは svcコマンドを入力します。

ATM PVCまたは SVCの VCクラスを作成するときには、次のコマンドを使用してパラメータ
を定義できます：abr、broadcast、bump、encapsulation、idle-timeout、ilmimanage、inarp、
oam-bundle、oam-pvc、oam retry、oam-svc、protocol、ubr、ubr+、および vbr-nrt

interface-ATM-VCコンフィギュレーションモードで入力される個々のコマンドにより PVCま
たは SVCに対して設定されるパラメータは、class-vcコマンドにより ATM PVCまたは SVC
に割り当てられる VCクラスパラメータよりも優先されます。

ATM VCバンドルメンバー

このコマンドを使用して VCバンドルメンバーに VCクラスを割り当てるには、最初に
pvc-bundleコマンドを使用して bundle-vcコンフィギュレーションモードを開始する必要があ
ります。

VCバンドルメンバーの VCクラスを作成するときには、次のコマンドを使用してパラメータ
を定義できます。bump、precedence、protect、ubr、ubr+、および vbr-nrt。

VCバンドルメンバーを設定する場合、vc-classコンフィギュレーションモードでは次のコマ
ンドを使用できません：broadcast, encapsulation、inarp、および protocol。これらのコマンド
は、バンドルメンバーレベルではなくバンドルレベルでのみ使用できます。

個々の VCに適用されたパラメータは、バンドルレベルのパラメータよりも優先されます。
bundle-vcコンフィギュレーションモードで入力される個々のコマンドにより VCに対して直
接設定されるパラメータは、class-vcコマンドにより VCバンドルメンバーに割り当てられる
VCクラスパラメータよりも優先されます。

例 次の例では、classAというクラスが最初に作成され、ATM PVCに適用されます。

! The following commands create the class classA:
vc-class atm classA
ubr 10000
encapsulation aal5mux ip
! The following commands apply classA to an ATM PVC:
interface atm 2/0
pvc router5 1/32
class-vc classA

次の例では、classAというクラスが作成され、バンドル bundle1のバンドルメンバー
vcmemberに適用されます。

! The following commands create the class classA:
vc-class atm classA
precedence 6-5
no bump traffic
protect group
bump explicitly 7
vbr-nrt 20000 10000 32
! The following commands create bundle1, add vcmember to bundle1, and then applies classA
! to vcmember:
bundle bundle1
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pvc-bundle vcmember
class-vc classA

上記の例の VCバンドルメンバー vcmemberの特性は、階層プレシデンスルールに基
づいて次のようになります。

• IPプレシデンスレベルが 6および 5のトラフィックを伝送します。

•他のトラフィックのバンピングを許可しません。VCがダウンした場合、バンピン
グされたトラフィックは IPプレシデンスレベルが 7のVCにリダイレクトされま
す。

•バンドルの保護されたグループのメンバーです。保護されたグループのすべての
メンバがダウンした場合は、バンドルもダウンします。

•可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）QoSトラフィックパラメータが
あります。

関連コマンド DescriptionCommand

使用可能ビットレート（ABR）QoSを選択し、ATM PVCまたは VC
クラスの出力ピークセルレートと出力最小保証セルレートを設定し

ます。

abr

ATM VCクラス、PVC、SVC、または VCバンドルのブロードキャス
トパケット重複および伝送を設定します。

broadcast

VCバンドルに割り当てることができる VCクラスのバンプ規則を設
定します。

bump

指定された VCクラスに含まれる bundle-levelコマンドで VCバンド
ルを設定します。

class-bundle

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定します。encapsulation

ATM相手先選択接続（SVC）接続を切断するためのアイドルタイム
アウトパラメータを設定します。

idle-timeout

ATM PVCで統合ローカル管理インターフェイス（ILMI）管理を有効
にします。

ilmimanage

ATM PVC、VCクラス、または VCバンドルの Inverse ARP期間を設
定します。

inarp

エンドツーエンドF5OAM（運用管理および保守）ループバックセル
の生成、および VCバンドルに適用できる VCクラスの OAM管理を
有効化します。

oam-bundle

エンドツーエンド F5 OAMループバックセルの生成、および ATM
PVCまたは VCクラスの OAM管理を有効化します。

oam-pvc
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DescriptionCommand

ATM PVC、SVC、VCクラス、または、VCバンドルの OAM管理に
関連するパラメータを設定します。

oamretry

エンドツーエンド F5 OAMループバックセルの生成、および ATM
SVCまたは VCクラスの OAM管理を有効化します。

oam-svc

VCバンドルに割り当てることができ、したがって、そのバンドルの
すべての VCメンバーに適用される、VCクラスの precedenceレベル
を設定します。

precedence

VCバンドルメンバーに適用するため、保護されたグループまたは保
護された VC状態を VCクラスに設定します。

protect

ATM PVC、SVC、または VCクラスのスタティックマップを設定す
るか、またはATMPVCでの InverseAddress Resolution Protocol（ARP）
または Inverse ARPブロードキャストを有効にします。

protocol

ATM PVCに名前を割り当て、ATM PVCのカプセル化タイプを指定
し、interface-ATM-VCコンフィギュレーションモードに入ります。

pvc

PVCをバンドルのメンバーとしてバンドルに追加し、その PVCバン
ドルメンバーを設定するために bundle-vcコンフィギュレーション
モードに入ります。

pvc-bundle

各バンドルの VCメンバに割り当てられたバンドルの属性と、VCメ
ンバの現在の稼働ステータスを表示します。

showatmbundle

指定したバンドルに関する統計を表示します。showatmbundlestatistics

ATMネットワーク上のリモートホストに対する設定済み ATMスタ
ティックマップをすべてリストします。

showatmmap

ATM SVCを作成し、メインインターフェイスまたはサブインター
フェイスの宛先ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）ア
ドレスを指定します。

svc

未指定ビットレート（UBR）Quality ofService（QoS）を設定し、ATM
PVC、PVC範囲、SVC、VCクラス、または VCバンドルメンバーの
出力ピークセルレート（PCR）を指定します。

ubr

UBR QoSを設定し、ATM PVC、SVC、VCクラス、または VCバン
ドルメンバーの出力ピークセルレートと出力最小保証セルレートを

指定します。

ubr+

atm sonet threshold～ client-atm-address name
68

atm sonet threshold～ client-atm-address name
class-vc



DescriptionCommand

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）QoSを設定し、ATM
PVC、SVC、VCクラス、または VCバンドルメンバーの出力ピーク
セルレート、出力平均セルレート、および、出力最大バーストセル

サイズを指定します。

vbr-nrt

ATM VCまたはインターフェイスの VCクラスを設定します。vc-classatm
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clear atm arp
ARPサーバとして設定されているATMインターフェイスのAddressResolution Protocol（ARP）
エントリをクリアするには、特権 EXECモードで clear atm arpコマンドを使用します。

clear atm arp atm-interface {ip-address|*}

構文の説明 ATMインターフェイス番号（例：3/0）。atm-interface

指定されている IPアドレスのARPエントリをクリアします。ip-address

インターフェイスのすべてのARPエントリをクリアします。*

コマンドデフォルト なし

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン ATMインターフェイスの ARPコマンドをクリアするには、このコマンドを使用します。削除
する特定のエントリの IPアドレスを指定するか、アスタリスク（*）を使用してインターフェ
イスのすべての ARPエントリを削除します。

既存の仮想回線（VC）の ARPエントリが削除されると、ARPサーバは即時にその VCの別の
エントリの取得を試行します。

例 次に、172.20.173.28の ARPエントリを削除する例を示します。

Router# clear atm arp 3/0 172.20.173.28
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clear atm atm-vc
インターフェイスで ATM仮想回線をクリアするには、特権 EXECモードで clear atm atm-vc
コマンドを使用します。

clear atm atm-vc interface type number vpi vci

構文の説明 指定されているインターフェイスでATM仮想回線をクリアします。interface type
number

仮想パス識別子（VPI）。値の範囲は、0～ 4095です。vpi

仮想回線識別子（VCI）。値の範囲は、0～ 65535です。vci

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 15.0(1)Mよりも前のリリースに導入されまし
た。

15.0(1)M

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRCよりも前のリリースに統合されま
した。

12.2(33)SRC

例 次に、指定されているインターフェイスでATM仮想回線をクリアする例を示します。

Router# clear atm atm-vc atm 2/0 5 2

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

すべてのATMPVC、SVC、およびトラフィック情報を表示します。showatmvc
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clear atm signalling statistics
すべてのインターフェイスの ATMシグナリング統計情報をクリアするには、特権 EXECモー
ドで clear atm signalling statisticsコマンドを使用します。

clear atm signalling statistics [interface type number]

構文の説明 （任意）インターフェイスのタイプおよび番号を指定します。interface type
number

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 15.0(1)Mよりも前のリリースに導入されまし
た。

15.0(1)M

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRCよりも前のリリースに統合されま
した。

12.2(33)SRC

例 次に、すべてのインターフェイスで ATMシグナリング統計情報をクリアする例を示
します。

Router# clear atm signalling statistics interface atm2/0/0

関連コマンド 説明コマンド（Command）

ATMシグナリング統計情報カウンタを表示します。showatmsignallingstatistics
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clear atm vc
指定されている相手先選択接続（SVC）を解放するには、特権 EXECモードで clear atm vcコ
マンドを使用します。

clear atm vc vcd

構文の説明 解放するチャネルの仮想チャネル記述子。vcd

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン マルチキャストまたはコントロール仮想チャネル接続（VCC）の場合、このコマンドを実行す
ると、LANエミュレーション（LANE）クライアントがエミュレート LANから切り離され、
再度この LANに参加します。

データ VCCの場合、このコマンドは関連付けられている LAN Emulation Address Resolution
Protocol（LE ARP）テーブルエントリも削除します。

例 次に、SVC 1024を解放する例を示します。

Router# clear atm vc 1024
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clear lane le-arp
ダイナミック LAN Emulation Address Resolution Protocol（LE ARP）テーブルをクリアするか、
または指定されているサブインターフェイスまたはエミュレートLANで設定されているLANE
クライアントの 1つの LE ARPエントリをクリアするには、ユーザ EXECモードまたは特権
EXECモードで clearlanele-arpコマンドを使用します。

Cisco 7500シリーズ
clear lane le-arp [{interface slot/port [. subinterface-number]|name elan-name}] [{mac-address
mac-address|route-desc segment segment-number bridge bridge-number}]

Cisco 4500および 4700ルータ
clear lane le-arp [{interface number [. subinterface-number]|name elan-name}] [{mac-address
mac-address|route-desc segment segment-number bridge bridge-number}]

構文の説明 （任意）Cisco 7500シリーズルータで LE ARPテーブルまたはエ
ントリがクリアされるLANエミュレーション（LANE）クライア
ントのインターフェイスまたはサブインターフェイス。interface
キーワードと slot引数の間のスペースはオプションです。

interface slot/port .
subinterface-number]

（任意）Cisco 4500または 4700ルータで LEARPテーブルまたは
エントリがクリアされるLANEクライアントのインターフェイス
またはサブインターフェイス。interfaceキーワードと number引
数の間のスペースはオプションです。

interface number .
subinterface-number

（任意）LE ARPテーブルまたはエントリがクリアされる LANE
クライアントのエミュレート LANの名前。最大長は 32文字で
す。

name elan-name

（任意）LANEクライアントのキーワードおよびMACアドレス。mac-address mac-address

（任意）キーワードおよびLANEセグメント番号。指定できるセ
グメント番号の範囲は 1～ 4095です。

route-descsegment
segment-number

（任意）ルート記述子に含まれているキーワードおよびブリッジ

番号。指定できるブリッジ番号の範囲は 1～ 15です。
bridge bridge-number

コマンドモード
ユーザ EXEC、特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更箇所リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドは、ダイナミック LE ARPテーブルエントリのみを削除します。スタティック
LE ARPテーブルエントリは削除されません。

インターフェイスまたはエミュレート LANを指定しないと、このコマンドはルータのすべて
の LANEクライアントの LE ARPテーブルをすべてクリアします。

（サブインターフェイスではなく）主インターフェイスを指定すると、このコマンドはそのイ

ンターフェイスのすべてのサブインターフェイスですべての LANEクライアントの LE ARP
テーブルをすべてクリアします。

また、このコマンドはLEARPエントリから作成されたファストキャッシュエントリも削除し
ます。

例 次に、ルータのすべてのクライアントの LE ARPテーブルをすべてクリアする例を示
します。

Router# clear lane le-arp

次に、インターフェイス 1/0のすべてのサブインターフェイスのすべての LANEクラ
イアントの LE ARPテーブルをすべてクリアする例を示します。

Router# clear lane le-arp interface 1/0

次に、redというエミュレートLAN上のLANEクライアントのLEARPテーブルから、
MACアドレス 0800.aa00.0101に対応するエントリをクリアする例を示します。

Router# clear lane le-arp name red 0800.aa00.0101

次に、redというエミュレートLAN上のLANEクライアントのLEARPテーブルから、
ダイナミックエントリをすべてクリアする例を示します。

Router# clear lane le-arp name red

次に、redというエミュレート LAN上のセグメント番号 1、ブリッジ番号 1の LANE
クライアントの LE ARPテーブルから、ダイナミックエントリをすべてクリアする例
を示します。

Router# clear lane le-arp name red route-desc segment 1 bridge 1

MACアドレスは、グローバル IP arpコマンドに使用されるため、clearlanele-arpコマ
ンドと同じドット付き表記で記述されています。

（注）
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clear lane server
LANエミュレーション（LANE）サーバがクライアントを強制的にドロップし、LANEコン
フィギュレーションサーバが別のエミュレートLAN（ELAN）にクライアントを割り当てるこ
とができるようにするには、ユーザEXECモードまたは特権EXECモードで clearlaneserverコ
マンドを使用します。

Cisco 7500シリーズ
clear lane server {interface slot/port [. subinterface-number]|name elan-name} [{mac-address
mac-address|client-atm-address atm-address|lecid lecid|route-desc segment segment-number bridge
bridge-number}]

Cisco 4500および 4700ルータ
clear lane server {interface number [. subinterface-number]|name elan-name} [{mac-address
mac-address|client-atm-address atm-address|lecid lecid|route-desc segment segment-number bridge
bridge-number}]

構文の説明 LANEサーバが Cisco 7500シリーズ向けに設定されているイン
ターフェイスまたはサブインターフェイス。interfaceキーワー
ドと slot引数の間のスペースはオプションです。

interface slot/port .
subinterface-number]

LANEサーバが Cisco 4500または 4700ルータ向けに設定され
ているインターフェイスまたはサブインターフェイス。interface
キーワードと number引数の間のスペースはオプションです。

interface number .
subinterface-number]

LANEサーバが設定されているエミュレート LANの名前。最
大長は 32文字です。

name elan-name

（任意）LANEクライアントのキーワードおよびMACアドレ
ス。

mac-address mac-address

（任意）LANEクライアントのキーワードおよび ATMアドレ
ス。

client-atm-address atm-address

（任意）LANEクライアントのキーワードおよび ID。LANEク
ライアント IDは 1～ 4096の範囲内の値です。

lecid lane-client-id

（任意）キーワードおよびLANEセグメント番号。指定できる
セグメント番号の範囲は 1～ 4095です。

route-descsegment
segment-number

（任意）ルート記述子に含まれているキーワードおよびブリッ

ジ番号。指定できるブリッジ番号の範囲は 1～ 15です。
bridge bridge-number

コマンドモード
ユーザ EXEC、特権 EXEC
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コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン コンフィギュレーションサーバでバインディングを変更した後で、LANEサーバでこのコマン
ドを使用して、クライアントを 1つのエミュレート LANから強制的に切り離します。LANE
サーバは、LANEクライアントへの Control Directおよび Control Distribute仮想チャネル接続
（VCC）をドロップします。次にクライアントが LANEコンフィギュレーションサーバに対
し、クライアントが参加する必要があるエミュレートLANのLANサーバの位置を尋ねます。

LANEクライアントが指定されていない場合、LANEサーバに接続しているすべての LANEク
ライアントがドロップされます。

例 次に、redという名前のエミュレート LANのすべての LANEクライアントを強制的に
ドロップする例を示します。次回これらのクライアントが参加しようとすると、強制

的に別のエミュレート LANに参加させられます。

Router# clear lane server name red

関連コマンド DescriptionCommand

LANEクライアントアドレスエントリをコンフィギュレーションサー
バの構成データベースに追加します。

client-atm-addressname

コンフィギュレーションサーバと関連付けることができる名前付き構

成データベースを作成します。

lanedatabase

CiscoトークンリングのMACレイヤアドレスを設定します。mac-address

インターフェイス、その任意のサブインターフェイス、指定されてい

るサブインターフェイス、またはELANで設定されているLANEサー
バのグローバル情報を表示します。

showlaneserver
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clear mpoa client cache
すべてまたは 1つのMultiprotocol over ATM（MPOA）クライアントMPCの入力および出力
キャッシュエントリをクリアするには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで clear
mpoa client cacheコマンドを使用します。

clear mpoa client [name mpc-name] cache [{ingress|egress}] [ip-address ip-address]

構文の説明 （任意）指定された名前を持つMPCの名前を指定します。name mpc-name

（任意）MPCに関連付けられている入力キャッシュエントリをクリアし
ます。

ingress

（任意）MPCに関連付けられている出力キャッシュエントリをクリアし
ます。

egress

（任意）指定した IPアドレスと一致するキャッシュエントリをクリアし
ます。

ip-address
ip-address

コマンドデフォルト システムデフォルトは次のとおりです。

• MPCキャッシュエントリがすべてクリアされます。

•両方のキャッシュがクリアされます。

•指定された宛先 IPアドレスのみに一致するエントリがクリアされます。

コマンドモード
ユーザ EXEC、特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

例 次に、入力および出力キャッシュの ip_mpcというMPCのエントリをクリアする例を
示します。

Router# clear mpoa client name ip_mpc cache
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関連コマンド DescriptionCommand

MPCの IPアドレスと一致する入力または出力キャッシュのエントリを
表示します。

showmpoaclientcache
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clear mpoa server cache
入力および出力キャッシュのエントリをクリアするには、ユーザEXECモードまたは特権EXEC
モードで clear mpoa server cacheコマンドを使用します。

clear mpoa server [name mps-name] cache [{ingress|egress}] [ip-address ip-address]

構文の説明 （任意）Multiprotocol over ATM（MPOA）サーバ（MPS）の名前を指定
します。このキーワードを省略すると、このコマンドはすべてのサーバ

に適用されます。

name mps-name

（任意）MPSに関連付けられている入力キャッシュエントリをクリアし
ます。

ingress

（任意）MPSに関連付けられている出力キャッシュエントリをクリアし
ます。

egress

（任意）指定した IPアドレスと一致するキャッシュエントリをクリアし
ます。このキーワードを省略すると、このコマンドはすべてのエントリ

をクリアします。

ip-address
ip-address

コマンドモード
ユーザ EXEC、特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3(3a)WA4(5)

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。こ
のトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセッ
ト、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異な

ります。

12.2SX

例 次に、すべてのキャッシュエントリをクリアする例を示します。

Router# clear mpoa server cache

関連コマンド DescriptionCommand

MPSに関連付けられている入力キャッシュと出力キャッシュのエント
リを表示します。

showmpoaservercache
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clear pppatm interface atm
ATMインターフェイスで PPP ATMセッションをクリアするには、特権 EXECモードで clear
pppatm interface atmコマンドを使用します。

clear pppatm interface atm interface-number[{sub-interface-number}][{vc{[{[vpif]}]vci
|virtual-circuit-name}}]

構文の説明 ATMインターフェイス番号interface-number

（任意）ATMサブインターフェイス番号。番号の前にピリオドを指定
する必要があります。

. subinterface-number

（任意）仮想パス識別子（VPI）と仮想チャネル識別子（VCI）で仮想回
線（VC）を指定します。VPIの後にスラッシュを指定する必要がありま
す。

vc vpi / vci

（任意）VCを名前で指定します。vc
virtual-circuit-name

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

使用上のガイドライン このコマンドは、インターフェイスまたは VC（VCが指定されている場合）で PPP over ATM
（PPPoA）セッションをクリアします。

clear pppatm interface atmコマンドを使用してインターフェイスでセッションをクリアする場
合、PPPキープアライブは引き続き機能し、破損リンクの検出に使用できます。

例 次に、ATMインターフェイス 1/0.10で PPP ATMセッションをクリアする例を示しま
す。

Router# clear pppatm interface atm 1/0.10

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

インターフェイスまたは VCで、PPPoAイベント、エラー、および状
態のレポートを、グローバルまたは条件に基づいて有効にします。

debugpppatm
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説明コマンド

（Command）

PPPoAセッションの数を表示します。showpppatmsummary
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client-atm-address name
コンフィギュレーションサーバのコンフィギュレーションデータベースに LANエミュレー
ション（LANE）クライアントアドレスエントリを追加するには、データベースコンフィギュ
レーションモードで client-atm-address nameコマンドを使用します。テーブルからクライア
ントアドレスエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

client-atm-address atm-address-template name elan-name
no client-atm-address atm-address-template

構文の説明 ATMアドレスを明示的に指定するか、または ATMアドレスの一部を明
示的に指定し、ATMアドレスのその他の部分にはワイルドカード文字を
使用するテンプレート。これにより、明示的に指定された部分に一致す

る複数のアドレスを容易に指定できるようになります。

ワイルドカード文字は、ATMアドレスのプレフィックス、エンドシステ
ム識別子（ESI）、またはセレクタのフィールドで、任意のニブルまたは
ニブルのグループを置き換えることができます。

atm-address-template

エミュレート LANの名前。最大長は 32文字です。name elan-name

コマンドデフォルト アドレスまたはエミュレート LAN名が提供されません。

コマンドモード
データベースの設定

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.0

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされます。このト
レインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャセット、プ
ラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによって異なります。

12.2SX

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、指定されているテンプレートにアドレスが一致するクライアント

がすべて、指定されているエミュレート LANにバインドされます。クライアントは、起動時
に LANEコンフィギュレーションサーバに問い合わせ、サーバはエミュレート LANの LANE
サーバの ATMアドレスで応答します。次にクライアントは LANEサーバへの参加プロシー
ジャを開始します。

このコマンドを使用する前に、elan-name引数で指定されているエミュレート LANが、name
server-atm-addressコマンドを使用してコンフィギュレーションサーバのデータベースに作成
されている必要があります。
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コンフィギュレーションサーバのデータベース内の既存のエントリにより、LANEクライアン
ト ATMアドレスが異なるエミュレート LANにバインドされる場合、新しいコマンドは拒否
されます。

このコマンドは、指定されているコンフィギュレーションサーバデータベースのバインドだ

けに影響します。LANEコンポーネント自体には影響しません。

データベースの作成については lanedatabaseコマンドを参照してください。エミュレートLAN
の名前をサーバの ATMアドレスにバインドする方法については、name server-atm-addressコ
マンドを参照してください。

client-atm-address nameコマンドは、グローバル lane databaseコマンドのサブコマンドです。

ATMアドレス

LANE ATMアドレスは、ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）と構文が同じで
すが、ネットワークレベルアドレスではありません。構成は次のとおりです。

• ATMフォーラムによって定義された次のフィールドを含む 13バイトのプレフィックス。

• AFI（Authority and Format Identifier）フィールド（1バイト）、DCC（Data Country
Code）または ICD（International Code Designator）フィールド（2バイト）、DFI
（DomainSpecific Part Format Identifier）フィールド（1バイト）、AdministrativeAuthority
フィールド（3バイト）、Reservedフィールド（2バイト）、Routing Domainフィー
ルド（2バイト）、および Areaフィールド（2バイト）

• 6バイトの ESI

• 1バイトのセレクタフィールド

アドレステンプレート

LANE ATMアドレステンプレートには、2種類のワイルドカードを使用できます。任意の 1
文字（ニブル）に一致させる場合はアスタリスク（*）、先頭、中間、または末尾にある任意
の数の文字に一致させる場合は省略記号（...）を使用します。自動的に割り当てられた ATM
アドレスに基づいて、ワイルドカードで置き換えられる文字の値が決まります。

LANEでは、prefix templateはプレフィックスと明示的に照合しますが、ESIとセレクタフィー
ルドにはワイルドカードを使用します。ESI templateは ESIフィールドと明示的に照合します
が、プレフィックスとセレクタにはワイルドカードを使用します。

シスコによる LANEの実装では、プレフィックスはスイッチに対応し、ESIは ATMインター
フェイスに対応し、セレクタフィールドはインターフェイスの特定のサブインターフェイスに

対応します。

例 次に、ESIテンプレートを使用して、インターフェイスに対応するATMアドレスの部
分を指定する例を示します。この例では、ルータが接続するスイッチに関係なく、表

示される ESI値に対応するインターフェイスのすべてのサブインターフェイスのクラ
イアントが、engineeringという名前のエミュレート LANに参加できます。

ATM(lane-config-database)# client-atm-address ...0800.200C.1001.** name engineering
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次に、プレフィックステンプレートを使用して、スイッチに対応する ATMアドレス
の部分を指定する例を示します。この例では、表示されているプレフィックスに対応

するスイッチ接続インターフェイスのサブインターフェイス上のクライアントが、

marketingという名前のエミュレート LANに参加できます。

ATM(lane-config-database)# client-atm-address 47.000014155551212f.00.00... name marketing

関連コマンド DescriptionCommand

コンフィギュレーションサーバのデータベースにある ELAN名を、
明示的な ELAN名のバインディングが設定されていないクライアン
トMACアドレスおよびクライアント ATMアドレスに提供します。

default-name

コンフィギュレーションサーバと関連付けることができる名前付き

構成データベースを作成します。

lanedatabase

CiscoトークンリングのMACレイヤアドレスを設定します。mac-address

コンフィギュレーションサーバの構成データベースにある ELAN用
の LANEサーバの ATMアドレスを指定または置き換えます。

nameserver-atm-address
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controller e3
E3コントローラを設定し、コントローラコンフィギュレーションモードを開始するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで controller e3コマンドを使用します。

controller e3 slot/port

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

controller e3 slot/subslot/port

構文の説明 設定するスロットとポートの番号。スロット情報およびポート情報について

は、該当するハードウェアマニュアルを参照してください。スラッシュ記号が

必要です。

slot//port

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの共有ポートアダ
プタインターフェイスプロセッサ（SIP）のスロット番号。

/slot

インターフェイスが Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルー
タのコントローラ E3として設定されている共有ポートアダプタ（SPA）のサ
ブスロット番号。

/サブスロッ
ト

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータのコントローラ E3
として設定する必要があるインターフェイスのポート番号。

/port

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(11)YTに統合され、Cisco
2650XM、Cisco 2651XM、Cisco 2691、Cisco 3660 Series、Cisco
3725、および Cisco 3745に実装されました。

12.2(11)YT

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(15)Tに統合されました。12.2(15)T

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されまし
た。

Cisco IOS XE Release
3.5.0S

使用上のガイドライン Cisco ASR 1000シリーズルータでは、E3 ATMコントローラを設定するには次の手順を実行し
ます。
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• card type e3 slot subslotコマンドを入力し、カードタイプを E3として設定します。
SPAはリロードし、UPです。

1.

2. SPAが UPになったら、card type e3 slot/subslot/portコマンドを入力し、コントローラ
を E3として設定します。

3. コントローラコンフィギュレーションモードで atmコマンドを使用して、E3 ATM
インターフェイスを作成します。

このコマンドの no形式はありません。したがって T3/E3コントローラ設定を削除するには、
no card typeコマンドを使用してカードタイプを削除し、reloadコマンドを使用してルータを
リロードします。

例 次に、Cisco ASRシリーズルータのスロット 0、ポート 0で E3コントローラを設定す
る例を示します。

Device config# card type e3 0/0
<The SPA reloads after the card type is configured. Configure the controller as t3 or
e3 only after the SPA is UP.>
Device config# controller e3 0/0/1

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

T3コントローラを設定し、コントローラコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

controller t3

E3コントローラに関する情報を表示します。show controllers e3

T3コントローラに関する情報を表示します。show controllers t3
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controller t3
Cisco7500シリーズルータのチャネライズドT3インターフェイスプロセッサ（CT3IP）、Cisco
AS5800 Access Serverの CT3フィーチャボード、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーション
サービスルータの SPA-2CHT3-CE-ATMインターフェイスのクリアチャネル T3コントローラ
を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで controller t3 コマンドを使用
します。定義されているコントローラを設定解除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

Cisco 7500シリーズ

controller t3 slot/subslot/port
no controller t3slot/subslot/port

『Cisco AS5800 Access Server

controller t3dial-shelf/slot/t3-port
no controller t3dial-shelf/slot/t3-port

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

controller t3slot/subslot/port

構文の説明 設定するスロットの番号。スロット情報およびポート情報については、該当す

るハードウェアマニュアルを参照してください。

slot

設定するポートアダプタの番号。ポートアダプタの互換性の詳細については、

該当するハードウェアマニュアルを参照してください。

/port-adapter

設定するポートの番号。スロット情報およびポート情報については、該当する

ハードウェアマニュアルを参照してください。

/port

CT3インターフェイスカードが装着されている Cisco AS5800アクセスサーバ
のダイヤルシェルフシャーシ。

dial-shelf

ダイヤルシェルフシャーシ内の CT3インターフェイスカードの位置。/slot

T3ポート番号。有効な値は 0のみです。/t3-port

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの共有ポートアダ
プタインターフェイスプロセッサ（SIP）のスロット番号。

slot

インターフェイスがCisco ASR 1000シリーズルータのT3コントローラとして
設定されている共有ポートアダプタ（SPA）のサブスロット番号。

/サブスロッ
ト

Cisco ASR 1000シリーズルータの T3コントローラとして設定する必要がある
インターフェイスのポート番号。

/port
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コマンドデフォルト Cisco 7500シリーズ

T3コントローラは設定されていません。

『Cisco AS5800 Access Server

デフォルトの動作や値はありません。

Cisco ASR 100シリーズアグリゲーションサービスルータ

デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドがCiscoAS5800アクセスサーバに実装されました。12.3(0)T

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されまし
た。

Cisco IOS XE Release
3.4.0S

使用上のガイドライン このコマンドは、CT3IPと 28 T1チャネルの設定に使用されます。T1チャネルの設定後に、
interface serial global configurationコマンドを使用して、各チャネル T1をシリアルインター
フェイスとして設定します。

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

T3 ATMコントローラを設定するには、次の手順を実行します。

• card tyoe t3slot subslotコマンドを入力して、カードタイプを T3として設定します。
SPAはリロードし、UPです。

1.

2. SPAが UPになったら、controller t3slot/subslot/portコマンドを入力して、コントロー
ラを T3として設定します。

3. コントローラコンフィギュレーションモードで atmコマンドを入力し、T3 ATMイ
ンターフェイスを作成します。

T3/E3コントローラ設定を削除するには、no card typeコマンドを使用してカードタイプを削
除し、reloadコマンドを使用してルータをリロードします。Cisco ASR 1000シリーズアグリ
ゲーションサービスルータでは、このコマンドの no形式はありません。

no controller {t3 | e3} slot/subslot/portコマンドを入力すると、「コントローラをこの方法で削除
できません（Cannot remove controllers this way）」というエラーが表示されます。

（注）

例 Cisco 7500シリーズルータ

atm sonet threshold～ client-atm-address name
89

atm sonet threshold～ client-atm-address name
controller t3



次に、スロット 3で CT3IPを設定する例を示します。

Device(config)#controller t3 3/0/0

『Cisco AS5800 Access Server

次に、シェルフ3、スロット0、ポート0でT3コントローラを設定する例を示します。
Device(config)#controller t3 3/0/0

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ

次に、SPA-2CHT3-CE-ATMのスロット 0、サブスロット 0、ポート 1で T3コントロー
ラを設定する例を示します。

Device(config)# card type t3 0 1
<SPA reloads after card type is configured. Only after the SPA is UP, configure the
controller as t3 or e3>
Device(config)# controller t3 0/1/1

関連コマンド 説明コマンド

（Command）

T1、E1、または、J1コントローラを設定し、コントローラコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

controller

チャネライズド E1またはチャネライズド T1コントローラで作成した
シリアルインターフェイスを指定します（ISDN PRI、CAS、または
robbedビットシグナリングの場合）。

interface
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create on-demand
ATM PVC自動プロビジョニングは、相手先固定接続（PVC）または一連の PVCをオンデマン
ドで自動的に作成できるようにします。ATM PVC自動プロビジョニングを設定するには、
ATM PVC範囲コンフィギュレーションモード、Interface-ATM-VCコンフィギュレーション
モード、PVC-in-rangeコンフィギュレーションモード、またはVC-classコンフィギュレーショ
ンモードで createon-demandコマンドを使用します。ATM PVC自動プロビジョニング設定を
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

create on-demand [type]
no create on-demand [type]

構文の説明 （任意）VCのプロビジョニング方法を示します。2つのオプションから選択できます。

• aaa--RADIUSAAAサーバからVC/範囲がプロビジョニングされることを示します。

• default--現在のモードで create-on-demandを無効にしますが、継承は許可します。

type

コマンドデフォルト PVCまたは PVC範囲を自動的に作成できません。

コマンドモード
ATM PVC範囲コンフィギュレーション（config-if-atm-range）
Interface-ATM-VCコンフィギュレーション（config-if-atm-range-pvc）
PVC-in-range（config-if-atm-range-pvc）
VC-classコンフィギュレーション（config-vc-class）

コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(15)Bに統合されました。
create-on-demand PVCに適用するため、このコマンドのサポートが拡
張されました。

12.2(15)B

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。Cisco IOS XE Release
2.5

使用上のガイドライン ATM PVC自動プロビジョニングを設定して、PVCまたは PVCの範囲がオンデマンドで自動
的に作成されるようにするには、createon-demandコマンドを使用します。VCは、その仮想
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パス識別子（VPI）/仮想チャネル識別子（VCI）ペアでアクティビティが実行されるまでは作
成されません。ATMインターフェイスで shutdownまたは noshutdownを使用する場合、その
インターフェイスの create-on-demandVCはすべて、最初の着信パケットによりVC作成がトリ
ガーされるまでは INACTIVE状態のままになります。ルータのリロード中は、着信トラフィッ
クが発生するまでは create-on-demand VCは確立されません。

設定を消去、変更、復元できます。設定を消去するには、nocreateon-demandaaaコマンドを入
力します。

範囲内の個々のPVC設定を消去するには、VCでPVC-in-rangeモードでnocreateon-demandaaa
コマンドを使用します。

ルータから RADIUS設定全体を消去するには、eraseコマンドを使用します。

コマンドから VC属性を変更するには、設定を消去し、nocreateon-demandaaaを使用して
create-on-demand VCを無効にする必要があります。

RADIUSから設定を復元するには、createコマンドを使用できます。

RADIUSサーバから VCクラス属性をプロビジョニングするには、VCクラスで
createon-demandaaaを有効にする必要があります。各VCクラスのRADIUSユーザ名属性は、
hostname {ip address / vc-class-name}として一意に定義されます。

パスワードは、radius-serverコマンドを使用して設定できます。createコマンドを使用して、
設定を手動でダウンロードできます。

VCプロビジョニング要求に対する RADIUS応答を受信した後で、応答に VCクラス名が指定
されている場合には、ルータで VCクラスがローカルに検索されます。VCクラスが
create-on-demandとして設定されておりまだプロビジョニングされていない場合、VCクラス
RADIUS要求が送信されます。

例 次に、サブインターフェイスATM5/0.1で、RADIUS経由で 0/50から 0/60へのVPI/VCI
を設定する例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface atm 5/0.1 multipoint
Router(config-subif) range auto pvc 0/50 0/60
Router(config-if-atm-range)# create on-demand aaa

次に、VCクラスで ATM PVC自動プロビジョニングを設定する例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface atm 5/0 multipoint
Router(config)# vc-class atm vctest
Router(config-vc-class)# create on-demand

関連コマンド DescriptionCommand

ATM SVC接続を切断するためのアイドルタイムアウトパラメータを設定しま
す。

idle-timeout
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DescriptionCommand

RADIUSからのフィルタのデフォルト方向を指定します。radius-server

ATM PVCの範囲を定義します。rangepvc

ATM PVC、SVC、または ATMインターフェイスの VCクラスを作成します。vc-classatm
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